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議 事 日 程 （第３号） 

 

                       令和７年２月28日（金曜日）午前10時開議 

 

（開 議） 

 

第１ 議案第１号 令和７年度北九州市一般会計予算 

第２ 議案第２号 令和７年度北九州市国民健康保険特別会計予算 

第３ 議案第３号 令和７年度北九州市食肉センター特別会計予算 

第４ 議案第４号 令和７年度北九州市卸売市場特別会計予算 

第５ 議案第５号 令和７年度北九州市渡船特別会計予算 

第６ 議案第６号 令和７年度北九州市土地区画整理特別会計予算 

第７ 議案第７号 令和７年度北九州市土地区画整理事業清算特別会計予算 

第８ 議案第８号 令和７年度北九州市港湾整備特別会計予算 

第９ 議案第９号 令和７年度北九州市公債償還特別会計予算 

第10 議案第10号 令和７年度北九州市住宅新築資金等貸付特別会計予算 

第11 議案第11号 令和７年度北九州市土地取得特別会計予算 

第12 議案第12号 令和７年度北九州市駐車場特別会計予算 

第13 議案第13号 令和７年度北九州市母子父子寡婦福祉資金特別会計予算 

第14 議案第14号 令和７年度北九州市産業用地整備特別会計予算 

第15 議案第15号 令和７年度北九州市漁業集落排水特別会計予算 

第16 議案第16号 令和７年度北九州市介護保険特別会計予算 

第17 議案第17号 令和７年度北九州市空港関連用地整備特別会計予算 

第18 議案第18号 令和７年度北九州市臨海部産業用地貸付特別会計予算 

第19 議案第19号 令和７年度北九州市後期高齢者医療特別会計予算 

第20 議案第20号 令和７年度北九州市市民太陽光発電所特別会計予算 

第21 議案第21号 令和７年度北九州市市立病院機構病院事業債管理特別会計予算 

第22 議案第22号 令和７年度北九州市上水道事業会計予算 

第23 議案第23号 令和７年度北九州市工業用水道事業会計予算 

第24 議案第24号 令和７年度北九州市交通事業会計予算 

第25 議案第25号 令和７年度北九州市病院事業会計予算 

第26 議案第26号 令和７年度北九州市下水道事業会計予算 

第27 議案第27号 令和７年度北九州市公営競技事業会計予算 

第28 議案第28号 北九州市企業版ふるさと納税基金条例について 

第29 議案第29号 北九州市職員の勤務時間、休日、休暇等に関する条例の一部改正について 

第30 議案第30号 北九州市事務分掌条例の一部改正について 

第31 議案第31号 北九州市印鑑条例の一部改正について 

第32 議案第32号 北九州市手数料条例の一部改正について 
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第33 議案第33号 北九州市ボートレースによる未来のまちづくり投資基金条例について 

第34 議案第34号 北九州市市税条例及び北九州市宿泊税条例の一部改正について 

第35 議案第35号 北九州市保護施設等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正につい

て 

第36 議案第36号 北九州市社会福祉施設の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

第37 議案第37号 北九州市病院及び診療所の専属薬剤師の配置、人員及び施設の基準に関す

る条例の一部改正について 

第38 議案第38号 北九州市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例について 

第39 議案第39号 北九州市児童福祉施設の設備及び運営の基準に関する条例及び北九州市家

庭的保育事業等の設備及び運営の基準に関する条例の一部改正について 

第40 議案第40号 北九州市幼保連携型認定こども園の学級の編制、職員、設備及び運営の基

準に関する条例の一部改正について 

第41 議案第41号 北九州市認定こども園の認定要件に関する条例の一部改正について 

第42 議案第42号 北九州市子ども・子育て支援法の規定に基づく過料に関する条例の一部改

正について 

第43 議案第43号 北九州市青少年問題協議会設置条例の廃止について 

第44 議案第44号 北九州市児童相談所設置条例の一部改正について 

第45 議案第45号 北九州市一時保護施設の設備及び運営の基準に関する条例について 

第46 議案第46号 北九州市スポーツ施設条例の一部改正について 

第47 議案第47号 北九州市地区計画の区域内における建築物の制限に関する条例の一部改正

について 

第48 議案第48号 北九州市都市公園、霊園、駐車場等の設置及び管理に関する条例の一部改

正について 

第49 議案第49号 北九州市消防団員退職報償金支給条例の一部改正について 

第50 議案第50号 北九州市水道法施行条例の一部改正について 

第51 議案第51号 北九州市水道条例及び北九州市馬島水道施設条例の一部改正について 

第52 議案第52号 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の給与に関する条

例等の一部改正について 

第53 議案第53号 北九州市立の小学校、中学校及び特別支援学校の教職員の勤務時間、休

日、休暇等に関する条例の一部改正について 

第54 議案第54号 北九州市立埋蔵文化財センター移転改修及び耐震補強工事請負契約の一部

変更について 

第55 議案第55号 太刀浦コンテナクレーン更新工事（令和６年度）請負契約締結について 

第56 議案第56号 小倉北特別支援学校等新築工事請負契約の一部変更について 

第57 議案第57号 若戸大橋（吊橋部）橋梁補修工事（６－２）請負契約締結について 

第58 議案第58号 公有水面埋立てによる土地確認について 

第59 議案第59号 町の区域の変更について 

第60 議案第60号 基本財産の額の増加に係る福岡北九州高速道路公社の定款の変更に関する
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同意について 

第61 議案第61号 市有地の処分について 

第62 議案第62号 包括外部監査契約締結について 

第63 議案第63号 令和６年度北九州市一般会計補正予算（第６号） 

第64 議案第64号 令和６年度北九州市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 

第65 議案第65号 令和６年度北九州市土地区画整理特別会計補正予算（第３号） 

第66 議案第66号 令和６年度北九州市港湾整備特別会計補正予算（第１号） 

第67 議案第67号 令和６年度北九州市土地取得特別会計補正予算（第３号） 

第68 議案第68号 令和６年度北九州市駐車場特別会計補正予算（第１号） 

第69 議案第69号 令和６年度北九州市下水道事業会計補正予算（第１号） 

第70 議案第70号 北九州市国民健康保険条例の一部改正について 

 

（散 会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議に付した事件 
 

日程第１ 議案第１号から 

日程第70 議案第70号まで 
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午前10時00分開議 

○議長（中村義雄君）ただいまから、本日の会議を開きます。 

 本日の議事は、お手元配付の議事日程により進行いたします。 

 日程第１ 議案第１号から、日程第70 議案第70号までの70件を一括して議題といたしま

す。 

 ただいまから質疑に入ります。 

 代表質疑を行います。自由民主党・無所属の会代表、９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）おはようございます。自由民主党・無所属の会代表の戸町武弘でござい

ます。会派を代表して、早速質疑に入ります。 

 まず初めに、令和７年度予算について。 

 武内市長にとって３回目の予算編成となった令和７年度予算案についてお聞きします。 

 これまで武内市長が編成してきた２回の予算を振り返ると、令和５年度予算では、キャッチ

フレーズを成長への再起動とし、この町が持つ人や場所、企業といった３つのポテンシャルを

最大限に発揮することで再び北九州市を成長軌道に乗せて、人や企業に選ばれる都市を実現し

ていくというものでした。２回目の令和６年度予算は、その第２弾という位置づけで、膨大に

存在するポテンシャルを最大限生かすことで稼げる町を実現し、その果実を彩りある町、安ら

ぐ町に還元していくというもので、とりわけ空港や若者、子供などを具体的なポテンシャルと

して挙げ、重点テーマとして位置づけるものでした。 

 令和７年度予算においては、第３弾とはせず、キャッチフレーズを成長への反転攻勢予算と

いう新しい切り口に変え、また、特に推進する３つのテーマには、女性が自分らしく輝ける

町、観光大都市への進化、世界をリードするサステーナブルシティーへのキックオフが掲げら

れ、これまでの予算編成から大きなスタンスの変化が見受けられます。 

 また、予算における投資的経費については、その水準や市債残高との関係、物価上昇下での

在り方など、市議会においても繰り返し議論してきましたが、今予算では、投資的経費の新た

な適正水準の考え方が示され、令和６年度２月補正予算と合わせて642億円と、これまでの水

準である620億円を上回るものになっています。この投資的経費に関連しては、今回新たに

200億円規模の北九州市ボートレースによる未来のまちづくり投資基金を創設し、財源として

活用していくことも示されています。 

 そこで、２点質問をします。 

 まず、この予算を成長への反転攻勢予算と位置づけた市長の思い、また、その予算の中でな

ぜ女性、観光大都市、サステーナブルシティーを重点テーマとしたのか、考え方を聞かせてく

ださい。 

 次に、市債残高の抑制や財政健全化が求められている中、投資的経費の調整方針がこれまで

の620億円より大きくなった要因は何か、また、この水準で財政健全化を維持できるのか、見
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解をお聞きします。 

 次に、市政変革について。 

 市長は、公約に、北九州市の課題として財政危機を挙げ、その対応として、聖域なき行財政

改革を断行するため民間目線で財政運営を見直すとし、当選直後から市政変革に取り組んでい

ます。 

 御存じのとおり、北九州市ではこれまでも行財政改革を断行してきました。平成26年度から

の行財政改革大綱では、外郭団体の在り方の見直しや、公共施設の保有量を今後40年間で約

20％削減するといった具体的な削減目標の提示などを行った上で、結果的に1,192項目、約

500億円もの行財政改革を行ってきました。 

 これに対して、武内市長は、さらなる動きとして聖域なき行財政改革を進め、昨年度は、新

たな行財政改革の計画として北九州市政変革推進プランが策定されるとともに、約3,000事業

にわたる予算事務事業の棚卸しが実施され、議会においても様々な議論が行われました。推進

プランでは、変革は専ら削る改革ではなく、未来を創る改革であるとした上で、１、市政変革

で生み出した財源等を用いて、若者や子供等への投資、産業基盤の強化・創出への投資、公共

施設等の老朽化対策への持続可能なまちづくり投資等の次世代投資枠を確保すること、２、市

債発行を抑制するため、投資的経費の水準を見直すこと、３、挑戦を続ける機能的、機動的な

市役所組織を構築することを目標に掲げています。本年度は、３年間の集中変革期間の初年度

に当たり、市民生活に深く関わる取組が次々と実行されるのではないか、議会としても非常に

関心を持っています。 

 そうした中、民間人材を市の顧問や参与に登用したり、Ｘ会議という会議を新たに設け、議

論を行うなどの動きは見受けられますが、具体的な改革の実行はまだ途上にあるという印象で

す。令和７年度予算案では、市民サービスの縮小や施設の廃止など、昨年度の予算事務事業の

棚卸しのような目立った動きはないように見受けられます。しかしながら、持続可能な行財政

状況を確保するためには、推進プランにあるように、市民のニーズや社会経済情勢の変化への

対応あるいは公民連携などの視点を切り口に施策や事業を見直していくことは避けて通れない

課題であると考えます。 

 そこで、市長就任から２年が経過した中、市政変革について２点質問をします。 

 まず、市長就任以来、創る改革に向け、この２年間でどのように取り組み、具体的にどのよ

うな成果があったのか、今後どのように市政変革を進めていくのか、市長の見解をお聞きしま

す。 

 次に、今年度から開催されているＸ会議は何を目的として設置され、どのような議論が行わ

れたのか、また、その成果についてお聞きします。 

 次に、人口対策について。 

 近年、国全体で少子・高齢化が進行し、人口減少が深刻な課題となっています。特に地方都
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市においては、若年層の都市部への流出や出生数の減少が顕著であり、地域の活力維持が難し

くなっています。 

 政府は、これに対処するため、10年前より地方創生の取組を開始し、これまで全国各地で

様々な取組が進められてきました。しかしながら、人口減少や東京圏への一極集中の流れを変

えるまでには至っていません。 

 本市においても、長年にわたり社会動態は転出超過が続いていましたが、直近の状況を見る

と、令和４年にはマイナス48人、令和５年にはマイナス206人となり、地方創生の取組を始め

た平成27年のマイナス2,463人と比較すると改善してきました。そして昨年、ついにプラス

492人となり、60年ぶりに転入超過を達成しました。 

 市では、この社会動態の改善の背景として、ＩＴ企業を中心とした積極的な企業誘致や雇用

創出、子育て施策などが考えられると分析しています。さらに、令和７年度予算では、重点テ

ーマとして、女性が自分らしく輝ける町、観光大都市への進化、世界をリードするサステーナ

ブルシティーへのキックオフを掲げ、国内外から人や企業を呼び込み、人口の転入超過へのト

レンド転換を確かなものにしていくとしています。 

 とはいえ、本市の社会動態を見ると、依然として日本人の転出超過は続いており、東京圏へ

の一極集中は継続し、人手不足が深刻化する中で、特に若者や女性の定着は非常に難しい問題

です。このような厳しい環境の中で、本市が持続可能な都市として発展していくためには、単

なる人口増加だけでなく、地域の活力を向上させるための総合的な施策が必要と考えます。 

 そこで、２点お聞きします。 

 まず、さらなる社会動態の改善や地域の活力向上に向け、今後どのように取組を進めていく

のか、その具体策についてお聞きします。 

 次に、社会動態は改善を見せる一方で、本市の昨年の自然動態は過去最大のマイナスとなっ

ており、政令市の中で最も高齢化の進む本市においてはその傾向はしばらく続くものと考えら

れます。市長の掲げる100万都市の復活へはまだまだ厳しい道のりが続くと思われますが、自

然動態の改善も含めた人口増に向けた施策について、現在の取組状況と今後の計画を聞かせて

ください。 

 次に、本市の安全・安心対策について。 

 昨年12月14日に、小倉南区のファストフード店で、中学３年生２人が刃物で殺傷されるとい

う大変痛ましい事件が起きました。お亡くなりになった生徒の御冥福をお祈りするとともに、

けがを負われた生徒の一日も早い回復を願っております。 

 ２人は、学習塾などの帰りに立ち寄った店舗でレジに並んでいたところ、後から入ってきた

容疑者にいきなり襲われました。どこにでもある日常の風景で起きた凶悪なこの事件は、全国

のニュースでも連日取り上げられ、大きな関心を集めました。 

 とりわけ市民の中には、自分たちの町の未来ある若者の命が突然このような形で奪われたこ
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とに対する悲しみと、卑劣極まりない犯行への憤り、そして、逃走した犯人がいつまた突然現

れ、第二の凶行に及ぶのではないかという不安が広がりました。事件後は、市内の学校では多

くの児童生徒が欠席したり保護者の車で登校したりしました。また、事件現場の周辺地域で

は、戸締まりを強化したり夜間の外出を控えたり、皆が不安で眠れぬ日々を過ごしました。 

 そして、事件発生から５日後に容疑者は逮捕されました。文字どおりの不眠不休で捜査に当

たってくださった福岡県の警察の皆様には深く感謝を申し上げます。また、登下校の子供の見

守り活動に御協力いただいた保護者や地域の方々、また市職員の方々にも重ねてお礼を申し上

げます。 

 報道では、被害者と容疑者とは面識がなかったと伝えられており、動機はいまだはっきりと

分かっていません。一刻も早い真相解明を望むとともに、二度とこのような事件が起きないよ

うに願ってやみません。たとえ微力であったとしても、私たち一人一人が自分のできることを

考え、このような事件が起きることがない社会の実現に向けて取り組んでいかなければならな

いと考えています。 

 そこで、２点質問いたします。 

 まず、今回の事件の発生後、市が行った安全対策を聞かせてください。 

 次に、事件を受けて、今後の市の安全対策を聞かせてください。 

 次に、教育行政について。 

 まず、学校給食の無償化について質問をいたします。 

 現在の社会経済状況を見ますと、物価の高騰が長引き、賃金の上昇が追いついていかない状

況が続いており、雇用者の実質賃金は令和４年からの低下傾向に歯止めがかかっていない状況

です。特に、小・中学生を抱える子育て世帯にとっては、食料品の値上げの影響が大きく、光

熱水費などを含む生活費の上昇に加え、習い事や塾代等の教育費負担も重くのしかかっていま

す。そうした子育て世帯への支援は、北九州市の喫緊の課題でもあります。 

 県内の自治体では、既に子育て世帯への支援として学校給食費の無償化にいち早く取り組ん

でいますが、先日のニュースでは、福岡市も来年度の２学期から実施すると表明しています。

また、熊本市も無償化を検討していくとのことです。九州の他の政令市に後れることなく、北

九州市も好調な税収等を活用して子育て世帯への経済的支援に取り組むべきです。 

 こうした地域間格差を放置すれば、子育て世代や若者世代からは、北九州市は教育にお金の

かかる町、子育てに優しくない町と見放され、北九州市の魅力低下につながるのではないかと

危惧をしています。そうした懸念を払拭するためにも、北九州市も学校給食費の無償化に取り

組むべきだと考えています。我が会派からの令和７年度予算・政策要望で、特別支援学校、中

学校、小学校の給食費無償化を要望しています。 

 教育委員会は、学校給食費の無償化には毎年約32億円が必要としています。実現するかどう

かは市長の英断次第であると考えていますが、市長の見解をお聞きします。 
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 次に、子供たちの体験活動について質問をいたします。 

 令和６年度予算では、美術館のミュージアム・ツアーをはじめとした体験活動など、子供に

係る予算が廃止あるいは令和５年度から大きく削減されました。子供たちが様々な体験をする

機会が失われていることを、市議会としても大変残念に思っています。 

 子供たちの健やかな成長のためには、体験することが不可欠であり、家庭環境等にかかわら

ず子供たちにひとしくその機会を確保していくことは我々大人の責任です。そのため、市議会

では、令和６年２月議会で、子供に係る予算の意義と必要性について慎重に検討するよう、令

和６年度一般会計予算のうち子どもに係る予算に対する付帯決議を行い、また、我が会派から

の令和７年度予算・政策要望でも、削減した議員報酬を次世代投資枠に充当し、美術館のミュ

ージアム・ツアー及び平和のまちスタディツアーを再開するように要望しています。 

 本物に触れること、現地で学ぶことの重要性は多くの議員が認識しており、できるだけ子供

たちの体験活動の機会を増やしたい、支援したいという気持ちは皆同じだと思います。子供た

ちの学び、育ちを支えるための予算は削減すべきではないと考えます。 

 令和７年度予算編成に当たって、子供たちの体験活動の機会をどのように確保しているの

か、見解をお聞きします。 

 次に、私学助成金の復活について質問します。 

 北九州市では、私立学校に対して昭和55年度から助成を継続してきましたが、令和５年度に

北九州市が行った市政変革において予算事務事業の棚卸しがなされた結果、令和６年度予算で

４割もの削減が行われ、私立学校への補助金は3,992万円となりました。 

 私立学校では、市の補助金を活用して様々な学校の設備を整備したり特色ある教育を行った

りすることで、子供たちの教育環境の向上を図っています。北九州市立の学校だけでなく私立

学校に通う子供も、ひとしく北九州市の将来を担う大切な未来人材です。 

 少子化が進む一方で、社会経済情勢が多様化、複雑化し、不透明さを増す時代の中で、教育

環境をよりよいものにする取組は今後さらに重要性を増していくものと考えます。このため、

我が会派からの令和７年度予算・政策要望でも、私学助成金の従来額の確保を市長に要望しま

した。 

 こどもまんなかを掲げる北九州市として、私立学校への補助金を削減前の額に戻すべきだと

考えますが、見解をお聞きします。 

 次に、企業誘致について。 

 北九州市にとって、企業誘致は、未来への礎を築く重要な一歩であると考えます。新たな投

資が呼び込まれ、そこから生まれる雇用が人々の暮らしを支え、町には活気と希望が満ちあふ

れる、この好循環こそが本市のさらなる発展の原動力であると確信をしています。 

 若者や女性をはじめとする市民の皆様が誇りと希望を胸に働くことのできる企業が数多く集

うことこそ、北九州市が輝きを増し、新たな時代へと羽ばたくための鍵であるとの信念の下、
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これまで我が会派は、企業誘致に積極的に取り組むべきことを提言してきたところでありま

す。 

 そのような中、今年１月22日、日産自動車株式会社が北九州市にバッテリー工場を建設する

というビッグニュースが飛び込んできました。テレビや新聞などのメディアでも大きく取り上

げられ、北九州市の産業都市としての力が改めて示されたものであり、大変喜ばしい出来事で

あります。 

 また、昨年７月31日、半導体後工程製造の受託企業であるＡＳＥジャパンと、学研都市の分

譲用地約16ヘクタールについて市有財産売買仮契約を締結しており、こちらの進捗も注目され

ているところです。 

 市長は、稼げる町の実現を目指し、これまで企業誘致に力を入れてこられ、成果を上げてき

たと思います。 

 そこで、３点質問します。 

 まず、市長就任以来の企業誘致の成果と今後の企業誘致戦略についてお聞きします。 

 次に、日産自動車の誘致は北九州市の今後の発展に大きく寄与するはずです。今回の誘致に

当たっては、市長も先頭に立ち尽力されたと新聞報道などで拝見していますが、誘致が実現し

たポイントと、日産自動車進出により期待される効果についてお聞きします。 

 次に、私は令和３年12月議会において、積極的な半導体工場の誘致を提案しました。現在誘

致中の半導体後工程世界最大手のＡＳＥは、まさに私の提言にも合致するすばらしい企業であ

り、是が非でも誘致を実現してもらいたいと考えています。 

 仮契約を締結して既に半年以上が経過していますが、現在の誘致状況と今後の見込みについ

てお聞きします。 

 最後に、洋上風力発電について。 

 本市では、2011年からグリーンエネルギーポートひびき事業を推進しており、この中で、他

の地域に先んじて風力発電関連産業の総合拠点形成に取り組んできました。この一環として、

若松区響灘地区において建設が進む響灘洋上ウインドファームについては、いよいよ来年度に

運転開始が迫ってきました。 

 一般家庭17万世帯分に相当する年間約５億キロワットアワーの発電量が見込まれるこのファ

ームは、25基の風車により構成され、国内最大の洋上風力発電所となります。重厚長大な風車

部材の搬出入や事前組立て、積出し等を行うことができる響灘の基地港湾には、現在、風車の

タワーやナセル、ブレードなど大型部材が次々と搬入されており、今年に入り風車の事前組立

ても始まった港は活況を呈しています。 

 また、風車が設置される海域には、ジャケットと呼ばれる風車基礎が25基全て設置を終えて

います。このジャケット式基礎は、日鉄エンジニアリング若松工場において製造されたもので

あり、遠く北海道へも出荷されていると聞いています。 
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 また、昨年５月には、風力発電のＯ＆Ｍサービスを提供する国内最大手の専業者である北拓

と、日本を代表する海運会社商船三井により、洋上風力発電のＯ＆Ｍに特化したトレーニング

設備が響灘地区に開設されました。これは実機の風車基礎を用いた日本初の設備であり、今

後、北九州市を拠点にＯ＆Ｍの高度な人材育成が進んでいくことが期待されます。 

 再生可能エネルギーの中においても、洋上風力発電は大量導入やコスト低減が可能であると

ともに、関連産業への波及効果が期待されることから、主力電源化に向けた切り札とされてい

ます。国内全体としては、政府が2030年までに10ギガワット、2040年までに30から45ギガワッ

トを目指しており、再エネ海域利用法に基づき、これまで10海域でプロジェクトが進行してい

ます。 

 また、世界第６位の面積を誇る我が国の排他的経済水域まで発電設備の設置を可能とする再

エネ海域利用法の改正案について、今後、国会で審議される見込みであり、洋上ウインドファ

ームのエリアは現在の領海内からさらに沖合へと拡大していくことが期待されています。本市

においても、風力発電関連産業の総合拠点形成については、今後のさらなる取組が期待される

ところです。 

 そこで、質問いたします。 

 風力発電関連産業の総合拠点形成に向けた現在の進捗状況と今後の方向性についてお聞きし

ます。 

 以上で私の第１質疑を終わります。 

○議長（中村義雄君）市長。 

○市長（武内和久君）皆さんおはようございます。 

 まず、令和７年度予算について、この予算を成長への反転攻勢予算と位置づけた思い、女

性、観光大都市、サステーナブルを重点テーマとした理由のお尋ねがございました。 

 北九州市の持つポテンシャルを生かしたまちづくりの出発点となるのは稼げるまちづくりで

あり、私が市長に就任させていただいて以来編成をしました過去２回の予算では、経済の活性

化を最優先の課題とし、成長への再起動を重要なテーマに位置づけ、そこに資源と努力を集中

させてまいりました。 

 その結果、令和５年度は、企業誘致における投資金額・件数や市税収入など５つの過去最高

額を記録し、今年度に入り、パルクール世界選手権など大規模スポーツ大会や、リバーフロン

トの可能性を引き出したコクラＢＥＡＴの盛り上がりなど町のにぎわいづくり、さらに、未来

を担う重要産業での大手企業の進出決定の動きなど、稼げる町の実現に向けた経済の再起動

と、町全体に明るさが増してきたことを実感しております。その象徴が、令和６年の北九州市

の人口の社会動態が60年ぶりにプラスに転換、プラス492人となったことであります。 

 このような明るい兆しが見えてきたことは、北九州市政を担ってこられた先人の皆さん、そ

して全ての市民、企業の皆様の御尽力のたまものと感謝をしております。 
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 このように、人口の社会増や経済の着実な成長というトレンドの転換点に立ったことを踏ま

え、新ビジョンに掲げた稼げる町をさらに推し進めつつ、彩りある町や安らぐまちづくりにも

力強く歩みを進めていきたいと考えております。そこで、令和７年度予算は、成長への反転攻

勢予算、もっと人を引きつける町へと銘打ち、その鍵となる３つの重点テーマを設定いたしま

した。 

 １つ目は、女性が自分らしく輝ける町でございます。 

 北九州市は、市民活動等で女性の力が発揮されてきたすばらしい歴史がある一方、共働き世

帯の増加など社会情勢の変化の中で、女性が就職、結婚、出産など様々な人生の選択の場面で

の壁、現代的な課題に直面しているとの市民の皆様の声も多く伺ってきました。今後、北九州

市があらゆる人にとって住みやすく、その意欲や能力が発揮されていく町になっていくために

は、女性の幸福度を高めていく努力を積み重ねることが都市としての総合力を高める鍵だと認

識しています。女性という観点からの取組を通じて、どのような境遇や性別の違いがあっても

誰もがリスペクトし合い、多様な価値観や選択が受け入れられ、応援してくれていると実感で

きる町をつくっていきたいと考えています。 

 ２つ目は、観光大都市への進化です。 

 北九州市には、門司港レトロ、若松北海岸、皿倉山夜景などに加え、すしなどの食文化、ス

ポーツ・文化イベントなど、人を引きつけるという意味での地域資源が豊富にございます。こ

れらの豊かな地域資源を磨き上げ、伝えていくことが、次の時代の北九州市にとって重要なこ

とと考えます。このため、単に従来の施設や単体のイベントへの来場者を増やすだけでなく、

ナイトタイムエコノミーなど、訪れる方の期待感や楽しさ、エンターテインメント性などをつ

なげ、訪れるエリアの拡大や滞在時間の延長を図り、泊まれる観光都市となるなどの取組を進

めてまいります。 

 ３つ目は、世界をリードするサステーナブルシティーへのキックオフです。 

 今、日本のみならず世界の人類にとって、持続可能な高齢化社会、地域コミュニティーの構

築など、今や環境問題にとどまらず幅広い分野で社会の持続可能性が課題となっております。

こうした中、北九州市には、環境先進都市として課題に対じしてきた歴史があり、その基盤と

なった環境政策のレガシー、産業、経済の力、市民、社会の力を最大限に生かしながら、もう

一度世界に貢献していくという志を持って、社会課題の新しい解決モデル都市、いわゆるサス

テーナブルシティーとしての地位を確立していく出発点にしていきたいと考えており、北九州

市にはその資格と底力が十分にあると確信をしております。 

 このように、北九州市という都市を次のステージへさらに進め、市内外からリスペクトさ

れ、人や企業が集まる元気な町にしていくためには、今回掲げたテーマは大きなブレークスル

ーになると考えており、北九州市の、同時に日本各都市の宿年の課題であるこれらのテーマを

乗り越え、北九州市の都市の格、これもさらに引き上げてまいりたいと考えております。 
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 次に、教育行政につきまして、学校給食の無償化についてお尋ねがございました。 

 無償化に取り組む、この英断をというお尋ねがございました。 

 市長就任以来、新たに策定した新ビジョンにおいて、３つの重点目標に、稼げる町、彩りあ

る町、安らぐ町を掲げ、目指す都市像の実現に向けて全力で取り組んでまいりました。この２

年は一貫して、町の経済力を高める稼げる町の実現を起点に、成長と幸福の好循環を目指して

全力を尽くしてまいりました。 

 その成果として、企業誘致の投資額2,581億円や市税収入1,811億円などが過去最高の数字と

なったことをはじめ、令和６年は60年ぶりに人口転入超過を達成したところでございます。こ

れからは、こうした果実をさらに増やし、また、それを用いながら、彩りある町、安らぐ町の

実現に向けて重点もシフトしていきたいと考えております。 

 議員お尋ねの学校給食につきましても、彩りある町を実現するための重要な要素の一つであ

ると考えております。このため、令和６年度は、おいしい給食大作戦と銘打ち、地元シェフや

大学監修献立等の新メニューの提供、多彩な献立を提供できるスチームコンベクションオーブ

ンの整備などに取り組んできたところでございます。 

 議員お尋ねの学校給食費の無償化につきましては、国において令和７年６月に閣議決定され

る骨太の方針において制度の大枠が示されると承知しております。北九州市においても、未来

への投資として、子供たちが安心して温かい給食を食べられる町となるよう、国の動向を慎重

に見極めつつ、持続的かつ安定的な制度設計となるよう丁寧に検討した上で、学校給食の無償

化について令和８年度中の実現を目指して取り組んでまいります。 

 その際、具体的な検討を進めるに当たりましては、国の制度設計を注視しつつ、１つは、財

源等負担の在り方、２つ目に、既存の給付制度との整合性、３つ目に、対象範囲や実施時期な

どの論点について、総合的かつ詳細に検討を深めてまいります。このため、こうした論点につ

いて、教育委員会をはじめとした全庁横断的なプロジェクトチームを設置して検討してまいり

ます。 

 次に、子供たちの体験活動について、令和７年度予算編成において子供たちの体験の機会を

どのように確保していくのかという見解のお尋ねがございました。 

 私が令和６年４月に策定した教育大綱におきましては、柱の一つに、志と人間力を高められ

る環境づくりを掲げ、様々な経験や挑戦をできる場を整えることで子供の成長を後押ししてい

くということにしております。その具現化に向け、教育委員会では、今回改めて、体験と子供

の学びを鳥かんし、体験活動の在り方について総合的な観点から整理検討を行ってまいりまし

た。その結果、１つに、いわゆる体験の種類や形が多様化しているという時代の変化に対応す

ること、２つに、地域の特性や子供の多様なニーズに応じること、３つ目に、子供が主体性を

持って学べることが必要であるという考えに至りました。 

 そこで、これまで施設側が主導して企画されてきた全校一律のプログラムを提供するという
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発想から、地域ごとの実情に応じ、学校が主体的に子供の意見を聞きながら、多くの選択肢の

中から柔軟に選べるような仕組み、いわゆるアラカルト方式に再構築するという発想への転換

が図られました。これにより、今後は、子供の声を聞きながら学校自身が体験活動を自由にデ

ザインすることが可能となります。多様な体験活動を新たな観点から再構築したこの事業を広

く活用いただくため、令和７年度予算も従来に比べ拡充することとしております。 

 また、美術館では、ＶＲでの館内探検や収蔵品を使った対話型鑑賞など、デジタル技術を活

用して新たな美術体験を行うオンライン・ミュージアム・ツアーを実施することとしておりま

す。今年度、試行実施に参加した児童からは、一つの絵でもいろいろな見方があると思った、

作品の細かいところまで見ることができたといった声が聞かれるなど、好評でありました。 

 さらに、こども文化パスポートをはじめ、夏休みなどの体験型プログラムを含めて総合的に

捉え、たいけん・まなび充実大作戦として展開することで、機会の拡大を図ってまいります。 

 子供にとって体験とは、これからの不透明な時代を生きていく力を身につけるために非常に

重要なものと認識をしております。北九州市としては、体験活動を通じて子供たちの生きる力

を育んでいけるよう支援してまいります。 

 さらに、企業誘致について、市長就任以降の企業誘致の成果と今後の企業誘致戦略について

お尋ねがありました。 

 北九州市の経済を再起動し、稼げる町を実現するためには、北九州市新ビジョンや北九州市

産業振興未来戦略に示しているとおり、企業誘致は、市内にこれからの時代を担う成長企業を

呼び込むとともに、地域企業の投資を促し、市民の働く場所を創出するなどの観点から、大変

重要な柱と位置づけております。 

 議員御質問の企業誘致の戦略についてでありますが、北九州市には、自然災害リスクの低

さ、充実した陸海空の交通・物流インフラ、ものづくり企業や環境産業などの集積、豊富な理

工系の人材、企業活動がしやすい安価な進出コストなど、企業にとって魅力的な多くのポテン

シャルがございます。そこで、これらの強みを生かし、バックアップ首都構想の下、本社機能

やＩＴ開発拠点、データセンターなどの誘致に力を入れるとともに、半導体、次世代自動車、

蓄電池などの未来型成長産業についても重点的に誘致を進めております。 

 こうした中、企業誘致を推進するに当たりましては、投資の決定権を持つ経営層に直接訴え

かけることが重要であります。そこで、市長就任からこれまで、私が培ってきた人脈も活用し

ながら、190社を超える企業に対してトップセールスを行ったところであります。また、去る

２月３日に東京で開催した企業誘致フォーラムで私自らプレゼンさせていただくなど、これま

で約1,100社の企業に北九州市のポテンシャルや投資環境についてプロモーションを行ってま

いりました。 

 このような積極的な企業誘致の取組の結果、昨年度は91件の誘致、1,260人の新規雇用の創

出、2,581億円の投資の呼び込みにつながり、誘致件数と投資額は過去最高の記録となりまし
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た。さらに、今年度は現時点で84件の誘致、1,567人の新規雇用の創出、約3,717億円の設備投

資額となり、新規雇用数、投資額ともに昨年度を大きく上回るペースで推移しております。 

 今年度の誘致企業の主なものとして、ＩＴ企業については、600人規模へ拡大していただい

た日本ＩＢＭ様、地域課題解決の活動拠点として全国初となる地域創生ラボを開設したウイン

グアーク１ｓｔ様など、新たに建設されたインテリジェントビルＢＩＺＩＡ小倉を中心に、若

者にとって魅力のある企業の誘致拡大を実現してきているところであります。これまで過去

10年間で188社のＩＴ企業が進出をしておりますが、今年度は過去最高の48社の誘致に成功し

ており、集積はさらに加速をしているものと認識をしております。 

 また、製造業につきましては、次世代自動車ＥＶの心臓部とも言える車載用蓄電池の生産工

場を新設する日産自動車様、過去最大の投資額1,533億円、充実した物流インフラに着目し、

電設資材の製造・物流拠点の新設を決定したネグロス電工様などの進出決定に加えまして、地

元企業では、半導体素材生産の一大基地として生産設備の新設や増強が続く三菱ケミカル様、

働きやすさや自然環境に配慮した新本社工場を建設したタカギ様など、将来の地域経済をけん

引する企業の新たな投資の呼び込みに成功したところであります。 

 日産自動車に加えトヨタ自動車も、近郊苅田町にバッテリー工場の建設を発表したほか、昨

年12月のＪＡＳＭ第１工場の本格稼働など、九州では今後、未来型成長産業の投資がさらに拡

大していくことが見込まれることから、関連サプライヤーの誘致に一層力を入れてまいりま

す。また、自動車や半導体の設計やサポートセンターなどのオフィス需要も伸びていくことが

想定されることから、小倉、黒崎を中心にオフィス部門の誘致にも力を入れていきたいと考え

ております。 

 社会動態が60年ぶりにプラスに転じ、反転攻勢の機を得た今、北九州市の勢いをさらに加速

させるよう、さらなる企業の誘致に向けて全力で取り組んでまいります。以上となります。残

りは担当局長等からお答えします。 

○議長（中村義雄君）財政・変革局長。 

○財政・変革局長（武田信一君）令和７年度予算のうち、投資的経費について及び市政変革に

ついて順次答弁申し上げます。 

 まず、投資的経費の調整方針がこれまでの620億円より大きくなった要因は何か、この水準

で財政健全化を維持できるのかとの質問にお答えいたします。 

 近年の急激な資材・労務単価の上昇など、激しい経済社会環境の変化の中で、必要な公共事

業を着実に推進しつつ財政健全化の道筋を維持していくことは重要な課題と考えております。 

 そこで、令和７年度以降の新たな投資的経費の水準につきましては、財政規律という観点か

らは、令和４年度時点での政令市平均水準から算定した年560億円を理想的な水準としつつ、

今後３年間、これを出発点に、投資的経費を適切に管理していくことが必要と考えました。そ

の際、投資的経費の在り方につきましては、１つは、公共施設やインフラの老朽化対策への緊
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急度、必要度が一層高まっていること、また、資材・労務単価などコストが急激に増加してい

ることなどから、入札不調を回避し、計画した事業を適切に実行できる予算確保について現実

的な対応を迫られている状況にあることに十分配慮する必要がございます。 

 こうした検討を経まして、令和７年度の投資的経費は、令和６年度２月補正への前倒し分を

含めまして642億円を確保することとし、物価高や資材高の中でも未来につながる投資や市民

の安全・安心を守る公共施設の老朽化対策などを着実に推進していくことといたしました。 

 なお、この水準は、過去３年間、適正水準としてきました620億円を上回りますが、中期的

に見ますと、資材・労務単価の上昇などを踏まえた現実的な水準、年平均650億円程度に留意

することによりまして、市債残高の減少トレンドを維持でき、財政健全化に関する指標も改善

していくものと見込んでおります。 

 今後も引き続き、国等の補助や有利な起債制度を有効活用しつつ、新ビジョンに基づくまち

づくりに必要な投資と財政の健全性維持を両立してまいります。 

 続きまして、市政変革につきまして、この２年間の市政変革の取組の成果、また、Ｘ会議の

設置目的、議論の内容、成果について、併せてお答えいたします。 

 北九州市が進めます市政変革は、サービスの受け手である市民の皆様の目線に照らして行財

政運営の形を変え、将来に向けての都市の総合力を高める、創る改革を実現するものでござい

ます。このため、まず令和５年度は、全ての予算事務事業約3,000事業の棚卸しを行い、令和

６年度予算で111億円の次世代投資枠を確保するなど、財政の模様替えをいたしました。この

財源を活用し、例えば、市内小学校へスチームコンベクションオーブンの導入、有名シェフや

大学監修による給食メニューの提供、また、待ち時間なく手続が行える区役所窓口予約の導入

など、市民の皆様に、サービスがよくなった、市役所が変わったと実感いただける取組を増や

すことができました。 

 こうした取組を継続していくには、市役所職員全体の意識、マインドを変え、成功体験を増

やしていく必要がございます。このため、令和６年度から、１つは、幹部職員である各局長、

区長が自らの変革目標を局区Ｘ方針として設定する、２つには、働きがいのあるプラチナ市役

所を目指して、若手主体の職員チームが生産性向上のアイデアを提案するなどの取組を導入

し、その結果、職員一人一人が変革の主役であるという意識を持ち、現場改善、市民へのヒア

リング、政策の立案、実施などに取り組むようになったと実感をしております。 

 次に、市政のあらゆる場面で民間の力を生かす可能性を追求する、これが成長、変革の鍵で

あると考えております。このため、例えば、市の公共施設254施設に導入しております指定管

理者制度につきまして、より一層民間の挑戦意欲を引き出すべく、選定手続を１年延期いたし

まして、指定期間の長期化やトライアル事業制度の導入など、制度改正を行いました。この結

果、自主事業の提案の増加や、公園とスポーツ施設の一体的な指定管理などが実現をしたとこ

ろでございます。 
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 さらに、市政変革の重要なテーマを討議する市政変革会議、これを通称Ｘ会議と申します

が、これを設置いたしまして、資料の公開に加え、会議の模様をユーチューブでライブ配信

し、これにつきましては各回平均で1,400回程度の視聴がございます。こういうことなど、市

民に開かれた議論が行われております。 

 このＸ会議は、これまで計６回開催いたしまして、民間人材の参画を得ながら、市役所が行

う様々な政策について議論を行いました。具体的には、市役所全体に共通する課題といたしま

しては、１つに、公共施設マネジメントについて、総量抑制という従来の方針を改め、利用者

目線で各施設の在り方を見直すこととしたほか、外郭団体につきまして、市民に質の高いサー

ビスを提供するためのパートナーとして、その位置づけを政策連携団体に改めるなど、従来の

発想や方針を転換する新たな方向性が提示をされております。 

 また、各局が行う政策では、例えばスポーツ振興につきましては、町のにぎわい創出に重点

を置いた取組として、北九州市をアーバンスポーツの聖地にすること、また、環境学習施設に

つきましては、公害克服などのレガシーだけではなく、今後市が目指すサステーナブルシティ

ーの発信拠点としてアップデートすることなどが議論されまして、今後の方向性を打ち出すこ

とができました。 

 なお、これらにつきましては、令和７年度予算において関連の予算を計上し、具体的な取組

に着手することとしております。 

 これまで議論したテーマにとどまらず、市政変革の取組は広範かつ中長期的に取り組むべき

課題も多く、今後とも様々な政策テーマについての検討を深めることとしており、具体的な市

政変革の取組を市民の皆様に分かりやすくお示ししながら、町の変化を実感してもらえるよう

努めてまいります。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）政策局長。 

○政策局長（小林亮介君）人口対策につきまして、さらなる社会動態の改善や地域の活力の向

上に向けた今後の取組と、自然動態の改善も含めた人口増に向けた施策につきまして取組状況

と今後の計画につきまして、併せて御答弁させていただきます。 

 北九州市新ビジョンでは、３つの重点戦略に総合的に取り組み、都市の総合力を向上させる

ことで社会動態のプラス幅の拡大を図るとともに、中長期的な視点で自然動態の改善に取り組

むこととしております。 

 北九州市の2024年の社会動態は、日本人の若者や子育て世帯の改善が見られまして、60年ぶ

りに転入超過を達成いたしました。これは、北九州市政を担っていただいた先人の皆様、そし

て全ての市民や企業の皆様の御尽力のたまものであると考えております。 

 今回の転入超過を反転攻勢のきっかけとしまして、若者や女性の定着を図り、さらに社会動

態を改善し、地域の活力を向上させていくには、働き手をはじめとした担い手、投資、にぎわ

いの拡大につなげ、町の勢いを大きく、強くしていくことが不可欠であると考えております。 
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 具体策としましては、担い手の拡大に向けて、１つ目に、半導体、次世代自動車、宇宙産業

などの未来産業の振興、２つ目に、スタートアップ成長支援、市内企業の生産性向上やＤＸ推

進等、企業のビジネス拡大や競争力強化を推進し、働く場の創出につなげるとともに、３つ目

に、日本一若者を応援する町の実現に向けた若者応援施策の推進、４つ目に、女性の視点に基

づくまちづくりの推進や、女性にとって快適な環境の整備など、若者や女性のさらなる呼び込

み、定着を図ってまいります。 

 また、投資の拡大に向けては、１点目に、風力発電関連産業の総合拠点化、水素拠点化の推

進、２つ目に、国内外の半導体関連企業、研究開発拠点の誘致活動の強化、３つ目に、産業基

盤整備による民間投資の促進等に取り組んでまいります。 

 さらに、にぎわいの拡大に向けまして、１点目に、大規模国際スポーツ大会の開催やアーバ

ンスポーツ聖地化の取組による都市ブランドの向上、２点目に、黒崎地区の魅力向上戦略の推

進、３点目に、ナイトタイムエコノミーの推進、４点目に、地域資源を磨き上げ、国内外に発

信し、観光大都市化への進化を目指してまいります。 

 一方、北九州市の自然動態の改善につきましても挑戦を積み重ねていきたいと考えておりま

す。特に、結婚、出産、子育て等について希望をかなえられる環境を整えていくことが重要で

あるとの認識の下、関係分野における総合的な政策展開を図っているところでありまして、今

後、これらの取組を加速させてまいります。 

 具体的には、令和７年度当初予算案において、１点目に、シン・子育てファミリー・サポー

ト事業や送迎保育ステーション試行事業等の実施による子供の送迎や預かり等の場面における

保護者の負担軽減、２点目に、第２子以降の保育料無償化の拡充による多子世帯への子育て支

援、３点目に、女性が子育てをしながらでも働きやすい職場環境づくりを推進するモデル企業

の創出などを進めていくこととしております。 

 今後も、新ビジョンに基づく施策を総合的に推進し、社会動態プラスの拡大、また中長期的

な自然動態の改善につなげていくとともに、地域の活力のさらなる向上を目指してまいりたい

と考えております。以上です。 

○議長（中村義雄君）総務市民局長。 

○総務市民局長（三浦隆宏君）本市の安全・安心対策について、事件の発生後、北九州市が行

った安全対策と、本事件を受けて、今後、市の安全対策についての２つの質問にまとめてお答

えいたします。 

 昨年12月14日に発生した痛ましい事件につきましては、子供の見守り活動などに率先して取

り組んでいただきました地域の方々や保護者の皆様に改めて感謝を申し上げます。 

 今回、事件の発生直後、多くの子供たちが登校を控えるなど、市民の間に強い不安が広がっ

たことから、市長、副市長を含め教育委員会や関係部局と協議を行いまして、緊急対策を行う

ことといたしました。具体的には、県警察への警戒強化の要請、メールやチャットでも専門家
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に相談できる児童生徒の心のケア、ＳＮＳ等を活用した市民への注意喚起、小学校を対象とし

た子ども防犯セミナーの追加募集、110番通報、防犯ブザー機能を持った県警察の防犯アプリ

みまもっちの周知などを行いますとともに、市職員延べ約2,600名によります登下校時の見守

りを実施したところでございます。 

 今回の事件では、複数の防犯カメラ映像を追跡するリレー捜査が容疑者の早期検挙に有効で

あったこと、現場周辺が暗いという市民からの声が寄せられたことなどから、今後、ハード、

ソフト両面の対策を講じることといたしました。 

 ハード面の対策といたしましては、１つは、主要駅周辺や北九州市立学校への防犯カメラの

設置、２つ目に、地域団体や事業者への防犯カメラ設置補助の拡大、３つ目に、通学路防犯灯

の拡充などを予定してございます。 

 さらに、ソフト面の対策といたしましては、日常生活の中で防犯活動に取り組んでいただく

人を増やすため、１つは、ペットの散歩を兼ねて地域のパトロールを行っていただく仮称わん

にゃんパトロールの導入、２つ目に、事業活動の中で地域を見守っていただく、ながら見守り

宣言企業への参加の呼びかけの強化など、市民の安全感、安心感を高める取組を進める補正予

算案を今議会に提出しておるところでございます。 

 今後とも、県警察など関係機関との連携強化をするとともに、市民、企業、議会、行政が一

丸となりまして、全ての人が安全・安心に暮らせる犯罪のないまちづくりを進めてまいりたい

と考えております。以上です。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）教育行政についての残りの御質問でございます私立学校への補助金を

削減前の額に戻すべきであるとのお尋ねにお答えいたします。 

 私立学校の助成につきましては、基本的には、私立学校法に基づいて、所轄庁であります福

岡県において措置されるべきものと考えておりまして、北九州市の補助は県の補完措置として

行ってきたものでございます。そうした中で、北九州市政変革の基本方針に基づいて見直しを

行って、令和６年度から補助額を政令市平均レベルに合わせることとなりました。 

 その後も、政令市の状況でございますが、特に変わっていない中で、令和７年度の具体的な

補助額の在り方につきましては、教育委員会が本来負っています北九州市立の学校の教育環境

を整えるという責務も踏まえまして、教育関係予算全体の中で考える必要がございます。 

 令和７年度の予算でございますが、特にニーズが強く必要性が高いエアコンやトイレの整備

等に重点的に取り組むことにしておりますが、そのほかにも取り組むべき多くの課題がござい

ます。こうした状況におきまして、限られた財源の中で優先順位をつけながら予算を編成し

て、私学助成につきましては令和６年度と同額を確保したところでございます。 

 なお、一方で、助成以外の連携についてでございますが、北九州市の子供たちによりよい教

育環境を提供するためには、こういった補助金だけではなくて、市立と私立の学校がお互いに
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連携をして切さたく磨していくことが必要であると考えております。 

 そこで、教育委員会では、夏休みに様々な施設を特典つきで利用できますこども文化パスポ

ートだとか、中学生が数学的な思考力を競い合いますスー１ＧＰ、また、今年度開始をいたし

ました親子参加型の体力向上イベント親子外あそびフェスタなどへの参加を私立の学校にも呼

びかけまして、子供たちが学び体験する機会を幅広く提供しているところでございます。さら

に、台風や大雪などの休校の対応だとか、不審者が発生した場合などの緊急情報を速やかに提

供して、私立学校と一緒に北九州市の子供の安全確保にも努めております。 

 今後も、こどもまんなかの教育を目指します北九州市といたしまして、未来志向で私立学校

との連携を進めてまいりたいと考えております。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）産業経済局長。 

○産業経済局長（柴田泰平君）企業誘致についての残りの御質問のうち、日産自動車の誘致の

実現したポイントと効果、ＡＳＥの現在の誘致状況について順次お答えいたします。 

 まず、日産自動車についてでございます。 

 今回の日産自動車の計画は、北九州市が重点的に誘致を進める次世代自動車産業の基幹部品

となる蓄電池の生産工場建設であり、稼げる町の実現に向けて重要なピースが１つそろったと

考えてございます。さらに、投資額は北九州市史上最高の約1,533億円、新規雇用数も過去

10年で最多の約500人でございます。 

 このような大きな計画であったことから、本計画の情報を入手して３週間後には、横浜本社

におきまして市長によるトップセールスを行うなど、進出決定までの１年３か月、チーム一丸

となって全力で誘致を進めてまいりました。 

 今回誘致が実現したポイントといたしましては、日産自動車九州の組立工場に近接している

ほかにも、豊富な理工系人材を供給できること、膨大な量の電気、水道といったニーズに対応

できることなどの北九州市が持つポテンシャルに加えまして、北九州市の企業誘致チームの熱

い熱量も大いに評価されたものと聞いてございます。また、インフラ整備など、日産自動車の

懸念に対し、北九州市として着実にコミットしてきたことも、進出を後押ししたものと考えて

おります。 

 今回の工場建設稼働により期待される直接的な効果といたしましては、多くの新規雇用の創

出、固定資産税や市民税などの税収増などがあります。また、多額の投資により、地元企業の

参入や物流の活性化など、地域経済への大きな波及効果も期待されます。 

 北九州市としましては、まずは順調な工場の建設、稼働に向けてしっかりと支援させていた

だきまして、日産自動車進出の効果が最大化できるよう取り組んでまいります。 

 続きまして、ＡＳＥの現在の誘致状況についてでございます。 

 北九州市では、昨今の日本企業による生産拠点の国内回帰や外国企業による活発な対日投資

などの動きをチャンスと捉えまして、将来の経済成長を力強くけん引する未来産業振興の観点
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から、半導体、次世代自動車などの誘致を重点的に推進することとしてございます。そのよう

な中、半導体後工程の受託製造企業で世界最大手のＡＳＥグループへアプローチを行ったとこ

ろ、学研用地に関心を示していただき、昨年７月に市有地売買仮契約を締結したところであり

ます。 

 ＡＳＥからは、現在、投資計画について、引き続き内部でより詳細な検討を進めていると聞

いておりまして、市担当部署とも日常的に情報交換を進めるなど、検討の熟度は高まっている

ものと感じております。投資判断のタイミングにつきましては、現時点ではっきりと申し上げ

ることはできませんけれど、ＡＳＥとしては、日本におけるビジネスの成立、経済産業省の補

助金の獲得を中心に、様々な角度から慎重に事業計画の検討が深められており、これらを総合

的に勘案して最終的な意思決定がなされるものと認識しております。 

 北九州市には半導体関連企業が約100社立地してございまして、ＡＳＥが進出すれば、地元

企業との連携はもとより、新たなサプライヤーの集積など、九州の半導体サプライチェーンの

強じん化に大きく寄与するだけでなく、企業進出による新たな物流の創出や関連サービス業の

拡大などの効果も見込まれ、まさにシリコンアイランド九州の一大拠点となることが期待され

るものであります。 

 北九州市としましては、ものづくり産業の高度化はもとより、北九州学術研究都市の新戦

略、Ｇ－ＣＩＴＹ戦略でございますが、これの実現に向けた動きを飛躍的に加速させることに

もつながることから、ＡＳＥにしっかりと寄り添いながら、ニーズに適切に対応し、進出に向

けて全力を尽くしてまいりたいと考えてございます。以上です。 

○議長（中村義雄君）港湾空港局長。 

○港湾空港局長（佐溝圭太郎君）最後に、洋上風力発電についての御質問、風力発電関連産業

の総合拠点形成に向けた進捗状況と今後の方向性についてお答えいたします。 

 北九州市では、2011年から風力発電関連産業の総合拠点形成のプロジェクトを進めており、

この取組を推進することで地域経済の発展にも大きく貢献するものと考えています。この総合

拠点は、積出し・建設拠点、物流拠点、Ｏ＆Ｍ拠点、製造産業拠点の４つで構成されていま

す。 

 これまでの進捗状況として、まず積出し・建設拠点と物流拠点については、風車部材の搬入

や風車の事前組立て、搬出に活用される基地港湾が昨年10月に供用を開始しました。また、五

洋建設などが基地港湾で事前に組み立てた風車を搬出するためのＳＥＰ船２隻の母港として北

九州港を指定いたしました。 

 次に、Ｏ＆Ｍ拠点については、昨年３月に、響灘洋上ウインドファームの保守、メンテナン

スに使用する船舶の基地が、また、５月には、実物の風車基礎を用いた国内初のトレーニング

設備が稼働したところです。 

 次に、製造産業拠点については、日鉄エンジニアリングが、若松工場においてジャケット式
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基礎の製造に加え、本年１月に、今後主流となる浮体式基礎を製造するための新たな投資計画

を発表いたしました。また、北九州市は、風車や設備のメーカーに対し、東アジアにおける製

造拠点の響灘地区への設置に向けた協議を継続しているところでございます。 

 今後の方向性については、現在進めている総合拠点形成に向けた取組をさらに強化するとと

もに、中でも、近年加速している浮体式洋上風力発電の導入に向けた国内外の動きに先手先手

で対応していく考えです。浮体式については、現在、国、関係企業や有識者との協議を行って

いるところであり、今後さらに検討を深めるため、今議会において関連予算を計上しておりま

す。 

 今後も、総合拠点形成を戦略的に推進することで、裾野が広い産業を市内に定着、発展さ

せ、地域経済の活性化と雇用創出につながるよう取り組んでまいります。答弁は全部で以上で

ございます。 

○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）御答弁ありがとうございました。 

 それでは、第２質疑をしたいと思います。 

 令和７年度の予算について第２質疑をしたいと思います。 

 まず、女性が自分らしく輝ける町、これには本当に賛成するわけですが、男性も一生懸命頑

張っております。ぜひ市長に、男性職員に一言エールを送ってもらいたいなと思います。 

○議長（中村義雄君）市長。 

○市長（武内和久君）ありがとうございます。本当に、男性職員あるいは市内の男性の全ての

市民の皆さんには、市政を進めていく、そしてこの町を盛り上げていくために大変大きな力を

発揮していただいていること、お貸しいただいていることに御礼を申し上げたいと思います。 

 私たちは、来年度の予算案の中で女性施策に力を入れていこうということを掲げております

が、これは言うまでもなく、男性の皆さんの役割を小さくする、それを軽視するということで

は全くございません。この施策をつくる中でも、多くの男性の皆さんとも一緒につくってきま

したが、やはり多様な視点を大切にする、そういうような町をつくっていくことは、全ての方

にとって働きやすく、そして力を発揮しやすい町になっていくと考えております。 

 戸町議員も職員にとおっしゃっていただいて、本当に私どもの市の職員も、男性職員ももち

ろん、女性職員ももちろん、みんな力を合わせて頑張ってくれていることに感謝を申し上げた

いと思います。やはり一人一人の力が性別や境遇にかかわらず発揮できる町をつくっていくこ

と、これが町の発展につながっていくと思います。 

 これからも失敗を恐れず、一緒に挑戦をしながら、お互いにリスペクトし合いながら、そし

て市政を前に進めていく、そのために力を合わせてまいりたいと思いますので、ぜひまた皆様

からのお力添えも賜れればと思います。ということで、一緒に頑張っていきましょうというこ

とでございます。 
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○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）ありがとうございました。男性職員もこれからも一層頑張るんではない

かなと思います。 

 そして、学校トイレ洋式化100％大作戦、これは私も選挙中、有権者の方々から何人から

も、学校のトイレを洋式化してくれと、早期にやってくれと要望されました。これからどのよ

うなスケジュールになるのか、全校が完了するのはどれぐらいになる見込みなのかというのを

聞きたいと思います。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）学校トイレ洋式化100％を目指すということで、工事ですので一気に

というのはなかなかできません。それで、３か年で平準化して、３年後には、令和７年度、令

和８年度、令和９年度末には100％にしたいと考えております。 

 特に中学校なんですけれども、工事を加速化させるために、デザインビルド方式という工事

の発注方法を取り入れまして、加速をさらに進めたいと考えております。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）３年をめどにということで、ぜひ頑張ってもらいたいと思います。 

 そして、観光大都市への進化の中に、黒崎地区の魅力向上戦略の推進とありますが、これか

ら黒崎地域を観光という切り口で戦略をつくるのでしょうか。 

 これまでも、にぎわいづくりとして多額の予算を黒崎地域には投入してまいりました。これ

までとどのように違う政策をつくるのでしょうか。できたら具体的に御答弁願いたいと思いま

す。 

○議長（中村義雄君）産業経済局長。 

○産業経済局長（柴田泰平君）黒崎の観光の魅力向上ということでございますけど、ここは地

域の皆様、商店街も含めてなんですけれど、全体的に魅力を向上しようということで今から取

り組んでいこうと、改めて取り組んでいこうということで予算計上させていただいたものでご

ざいます。 

 観光地で今黒崎にどんどん人が来る、観光地化するということを必ずしも意図しているとい

うことではないんですけれど、もっとにぎわいを増やしたいということで考えていまして、全

く同じことができるかどうか分からないんですけど、コクラＢＥＡＴの中で行ったクリスマス

マーケットみたいなことにもチャレンジできればなと考えておりますが、具体的に何かという

のはこれからまた検討させていただくということでございます。以上です。 

○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）ぜひ黒崎地域、八幡で、本当にこれからどうするんだろうと注目されて

おりますので、しっかりとした政策をつくってもらいたいと思います。 

 そして、投資的経費についてなんですけども、財政の健全化は未来に対する責任として常に
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考えなければなりませんが、日本全国で様々な施設の外壁の落下や上下水道管の老朽化による

陥没事故が発生しております。これだけ高度に都市化が発展している本市は、メンテナンスが

非常に重要ですので、これからもしっかり予算を確保して、事故のない北九州を実現すること

を要望します。 

 市政変革についてなんですけども、令和６年度予算では様々な予算が削減され、市民サービ

スの縮小や施設の廃止などが強行されました。その際、関係する各団体に説明が十分なされて

いなかったと思いますが、この点についての見解を聞きます。 

○議長（中村義雄君）財政・変革局長。 

○財政・変革局長（武田信一君）令和６年度予算編成の結果、見直しが行われたものにつきま

しては、各担当局で関係者に説明を丁寧に行っており、一定の御理解は得られたものと考えて

おります。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）それは多分、我々議会と認識がちょっと違うんではないかなと考えてお

ります。 

 当然ながら、行財政改革をするときは血を流す覚悟も必要だということは理解しております

が、様々な関係団体がこの北九州を構成しております。しっかりとこれから説明をし、理解を

得ることを要望します。 

 人口対策についてなんですけども、私は、市長が100万都市を目指すことはとてもいいこと

だと考えています。今回、社会的動態がプラスになったことは大変喜ばしいことです。これは

市長が頑張って企業誘致、様々な施策を断行した結果なんではないかなと思っております。 

 これからは、観光大都市への進化ということで政策にも上っておりますので、交流人口をこ

れから増やし、そして、楽しい北九州、元気な北九州を実現し、その先に定住人口の増加が見

えてくるのではないかなと思っております。そして、その最後の最後に自然増を実現してい

く、これはハードルが非常に高い問題だとも認識していますが、市長、ぜひ頑張ってもらいた

いと思います。 

 そして、本市の安全・安心対策についてですが、市行政の役目として、市民の生命と財産を

守ることが重要だと考えております。このようなこと、小倉南区の事件が二度とないように、

しっかりと、教育、福祉、防犯など全ての政策を総動員して再発防止に努めていただきたいと

思います。 

 特に子供の育ち、児童福祉、そして大人の孤立、これも福祉です。福祉分野の強化も私はと

ても安全対策については必要なことだと考えておりますので、ぜひその点についても注力をし

てもらいたいと考えます。 

 次に、学校給食についてです。 

 学校給食無償化について、ありがとうございます、市長。市長の英断だと考えております。 
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 我々も選挙中、様々な世代、様々な層の市民の方々から要望やいろんな話を聞いてまいりま

した。その中に、子育てしている方々から、学校給食費、特に多子の方は非常に負担が大きい

という話も聞いておりました。これから検討を始めるということなんですけども、早急にいい

結果を出してもらいたいと要望します。 

 そして、子供たちの体験学習、体験活動についてですが、令和６年度一般会計で子供に係る

予算が削減されましたが、今議会ではたいけん・まなび充実大作戦を政策に盛り込んでいただ

いております。ありがとうございます。 

 しかし、私が１つ分からないのがオンライン・ミュージアム・ツアーなんです。オンライ

ン・ミュージアム・ツアー、これは北九州市内に美術館があるんですね。これを、その美術館

と学校をオンラインでつないで、わざわざ子供たちにデジタルで見せる、これは私はちょっと

意味が理解できないです。 

 我々は、やっぱり子供たちに本物を見せたい、本物を見せるべきではないかと考えているわ

けですが、これがもしルーブル美術館と北九州市の学校をオンラインでつないでルーブル美術

館の中のものを見せる、これはよく理解できるんですけども、なぜ北九州市内にある美術館の

ものをオンラインでわざわざつながなければならないかというのはもう一度考えてもらいたい

なと、これも要望しておきます。 

 私学助成金の復活についてなんですけども、先ほど教育長から答弁がございました。政令市

平均でと。何でもかんでも政令市平均にしたら、北九州の魅力って一体何でしょう。これは真

剣に考えてもらいたいんです。 

 例えば今回のこの令和６年度の問題は、先ほど財政・変革局長から、十分理解をもらったと

いう話がございましたが、私立学校の関係者は、相談されていないって言っているんですね。

私学助成金が減ることを直前まで知らなかったわけですよ。この点についての反省はどうでし

ょうか、教育長。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）先ほど御説明いたしました今回の私学助成金、昨年度ですけれども、

減額の方針というものは御説明いたしました。私自身、予算成立後にはなってしまいましたけ

れども、私学関係者の方々にはお会いをいたしまして、本市の考え方、そして私ども教育委員

会の教育全般に対しての市全体に対しての考え方というものを御説明差し上げたところでござ

います。御理解賜れたかどうかというのはまた別ですけれども、私どもといたしましては、こ

れからも誠実にこういうふうな私学の関係あるいは教育の関係に対しましては対応してまいり

たいと考えております。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）この問題について、観点を変えてみたいと思います。 

 我々は、総務財政委員会の中で人口問題を取り扱ってきました。この人口問題の中で、北九
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州に定住人口を増やそうという話を当然ながらするわけですが、じゃあ企業でもいい、そして

行政の方々、国のほうから副市長も来られているわけですが、子供を置いて単身赴任してくる

方々も結構いるわけなんです。 

 そういったことを考えたときに、やはり公教育だけではなくて、いい私学をつくっていく、

ここに入りたいという私学をつくっていくことも私は重要ではないかなと。そういう議論も総

務財政委員会でやっているはずですけども、この件についてどなたか見解をお聞きしたいと思

います。 

○議長（中村義雄君）政策局長。 

○政策局長（小林亮介君）私から御答弁させていただきます。 

 人口の問題を考えるに当たりまして、都市の魅力という中で、教育環境の充実が非常に重要

であるということは議員おっしゃるとおりであるかと思います。そのためにどういったことが

できるかと。北九州市の教育環境の充実が彩りある町を実現して、選ばれる町となるために重

要な要素であると思いますので、また、それとともに、北九州市の将来を担う未来人材を育て

ていくという観点からも、高質で多様な選択肢のある教育環境の充実に向けた取組を着実に進

めていく必要があると考えております。 

 そのためにどういったことができるかということにつきましては、様々手段はあると思いま

すので、教育環境の充実に寄与するための取組については我々も研究はしてまいりたいと考え

ております。以上です。 

○議長（中村義雄君）９番 戸町議員。 

○９番（戸町武弘君）そろそろ時間がなくなりましたので、これぐらいにしますが、政令市平

均とかという議論をしていたら北九州の魅力なんかなくなります。そういう議論はやめましょ

うよ。どこを伸ばしてどんな魅力を北九州市につくっていくのか、これがとても大切なんでは

ないか。だからこそ、選ばれる北九州にならなければならないという議論を今まさにやってい

る最中なんではないかなと思っております。 

 そして、企業誘致についてですが、これは本当に私は感心しております。武内市長、ぜひこ

れからもどんどん企業誘致に全力を尽くしていただき、人口増加を目指してもらいたいと思い

ます。 

 そして、洋上風力発電でございますが、これは国策にも非常に関わってきております。これ

は国会議員、政府に対しても、ぜひ北九州市に協力要請をしてもらいたいと思います。 

 そして、これが足りないというのが、北九州市はもっと洋上風力発電の広報をしっかりやる

べきだと考えておりますが、見解を聞きたいと思います。 

○議長（中村義雄君）港湾空港局長。 

○港湾空港局長（佐溝圭太郎君）洋上風力の広報のお話、御質問がございましたけれども、広

報についてはこれまでも様々な機会を捉えて積極的に実施してまいりました。その結果、昨年
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９月にテレビ朝日の特別番組とか、12月にＫＢＣでも特番が組まれております。今後は……。 

○議長（中村義雄君）時間がなくなりました。 

 ここでしばらく休憩いたします。再開は午後１時といたします。 

午前11時31分休憩 

午後１時00分再開 

○副議長（村上直樹君）休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 代表質疑を続行いたします。公明党代表、28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）皆様こんにちは。公明党の成重です。 

 公明党議員団は、今回、新人４名、また現職９名で、13名でスタートします。今回、私を含

む11名が登壇しますので、よろしくお願いします。13人団結して２月議会の議論に臨みますの

で、よろしくお願いいたします。 

 それでは、会派を代表して質疑を行います。 

 最初に、令和７年度当初予算についてお伺いします。 

 長引く物価高や深刻な人手不足などが、市民生活や企業活動に大きな影響を与えています。

また、少子・高齢化や人口減少など、市民が抱える将来不安は多く、本市が克服すべき課題も

山積しています。 

 そのような中、今回提案された令和７年度予算案では、成長への反転攻勢予算、もっと人を

引きつける町へとのテーマが掲げられ、昨年、本市の社会動態が60年ぶりにプラスに転換した

ことなどを受け、社会動態の増加トレンドや経済成長をより確かなものとするために、国の地

方創生2.0とも歩調を合わせ、北九州市ならではの地方創生施策を推進し、再起動した経済の

成長を加速させるとされています。 

 また、予算編成に当たっては、福祉医療関係経費の伸びや人件費の上昇、物価高など、財源

を圧迫する著しい膨張圧力に対し、財政の模様替え、いわゆる創る改革の推進で対応すると

し、各局のＸ方針等に基づいた資源配分の最適化や、公営競技事業の収益金の一部を財源とし

た北九州市ボートレースによる未来のまちづくり投資基金を設置するなどとされています。 

 このようにして編成された令和７年度予算案では、特に推進する３つの重点テーマとして、

女性が自分らしく輝ける町、観光大都市への進化、世界をリードするサステーナブルシティー

へのキックオフが新たに掲げられ、また、令和５年度予算から通底する推進テーマとして、安

全・安心な暮らし、若者・子供を応援、挑戦する企業を応援が掲げられ、様々な事業が予算案

に挙げられています。 

 そこで、６点お尋ねします。 

 １点目に、今回の予算案は成長への反転攻勢予算ということで、これまでに成果が現れ始め

てきた社会動態の増加トレンドや稼げる町への経済成長のトレンドをさらに加速させるとされ

ていますが、この予算案により、北九州市が今後具体的にどのように成長し、また、北九州市
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をどのような町にしていきたいと思い描いているのか、令和７年度当初予算案に込めた市長の

思いをお聞かせください。 

 ２点目に、私たち公明党議員団は、直面する物価高などの課題解決に加え、少子・高齢化や

人口減少など市民が抱える将来不安を解消し、市民のウエルビーイング、幸福度を高め、誰も

が生きがいを感じ、自分らしく暮らしていける新時代の北九州市を目指すという強い思いの

下、令和７年度北九州市予算編成に対する要望書を昨年10月28日に武内市長へ提出しました。

市政の様々な分野にわたる合計180項目の要望ですが、いずれも市民の皆さんが幸せだと感じ

る北九州にしていくために必要な要望です。 

 そこで、市長は私どもの要望をどのように受け止め、予算案に反映されておられるのか、伺

います。 

 ３点目に、今回の予算案では、予算編成に当たって、福祉医療関係経費の伸びや人件費の上

昇、物価高など、財源を圧迫する著しい膨張圧力に対し、財政の模様替え、いわゆる創る改革

の推進で対応するとされています。厳しい財政状況の中で、重点事業などに充てる予算を苦労

して確保されたことに敬意を表しますが、一方で、模様替えという言葉にもあるとおり、重点

事業の予算を確保するために予算が削減されたり廃止された事業もあると思います。地域の

方々からお話を伺う中でも、市からの予算が減って、必要な備品の購入すらできない、今まで

長年続けてきた活動を縮小したりやめざるを得なくなったなどの御意見をいただきました。 

 北九州市を成長させながら、同時に財政の健全化を図っていくためには、財政の模様替えが

必要なことは理解しますが、様々な場所で市のために頑張ってくださっている市民の皆さんの

活動が必要以上に制限されたり、活動そのものができなくなってしまうということは、決して

望ましい状況ではないと考えております。 

 そこで、新たな重点事業に取り組みながらも、既存の事業で必要なものについては今後もし

っかりと予算を確保し、また、市民や企業、団体の活動をしっかりと支援していくべきと考え

ますが、市の見解を伺います。 

 ４点目に、女性活躍についてお伺いします。 

 今回の予算案では、３つの重点テーマの一つに、女性が自分らしく輝ける町が掲げられ、女

性の視点に基づくまちづくりの推進や女性に快適な環境整備などに取り組むとされています。

女性活躍については、これまで我が会派でも積極的に本会議等で質問をさせていただき、あら

ゆる分野での女性参画の拡大や、北九州市を女性が明るく元気に自分らしく生活できる町にし

たいと訴えてきましたので、このような重点テーマが掲げられたことは大変うれしく思ってい

ます。 

 そこで、市長は、本市の女性活躍の推進について、現状をどのように認識され、また、予算

案の重点テーマに掲げることで今後どのような状況を実現していくことを目指しているのか、

見解をお伺いします。 
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 ５点目に、子ども医療費助成についてお伺いします。 

 今回の予算案では、引き続き継続して取り組む推進テーマとして、若者・子供を応援が掲げ

られ、子育て、教育を応援するとされています。少子化が進み、人口が減少する本市において

必要な対策の一つが、若者が結婚や子育てに希望を持ちながら安心して暮らし、全ての子供が

分け隔てなく大切にされ、笑顔で暮らせる環境を整えることです。その中で、妊娠から出産、

子供が学生の期間までを通じて保護者負担が軽減される制度の一つが、子ども医療費の助成で

す。 

 現在、子ども医療費助成制度による３歳未満の子供の入院、通院に係る自己負担額は、福岡

県内の全ての自治体で０円ですが、３歳以降は、就学前、小学生、中学生、18歳年度末の区分

で、自治体によって自己負担額が異なります。例えば本市においては、通院する際の自己負担

額は、１つの医療機関当たり、３歳から小学校就学前までは月額600円、小学生は月額

1,200円、中学生以上18歳までは月額1,600円です。ところが、本市にとって一番に比較される

福岡市では、対象年齢は本市と同じものの、自己負担額は月額500円となっています。自治体

が子育て世帯を支援する取組は子ども医療費助成制度だけではありませんが、子供が多い方や

子供が病院に行く機会が多い方にとって、医療費の負担は見過ごせないポイントです。 

 こどもまんなかｃｉｔｙを推進する本市においても子ども医療費の拡充ができないか、お伺

いします。 

 ６点目に、同じく若者・子供を応援の推進テーマに関して、若者、子供を応援する取組とし

て象徴的だったのは、昨年４月に設置されたＺ世代課であったと思います。Ｚ世代課が設置さ

れて間もなく１年になりますが、この１年間、どのような事業を実施して、どのような成果が

得られたのか、また、それらを踏まえ、令和７年度はＺ世代課でどのような事業を実施し、ど

のように若者や子供を応援していきたいと考えているのか、お伺いします。 

 次に、観光行政についてお伺いします。 

 令和７年度予算案では、新たに、特に推進する３つの重点テーマが設けられ、その中の一つ

に、観光大都市への進化というテーマが掲げられました。門司港レトロや若松北海岸、すしな

どの地域資源を磨き上げ、国内外に発信していくとされており、私が住む八幡東区にある皿倉

山も魅力的な地域資源の一つとして挙げられています。 

 皿倉山については、昨年12月に２回連続で日本新三大夜景都市の第１位に選ばれた北九州市

を代表する夜景スポットとなっているだけではなく、昼間は山頂から、市内全域はもちろんの

こと、関門海峡まで見渡せる大パノラマは、訪れる人々の目を楽しませていますし、また、登

山スポットとしてや秋の紅葉など、様々な魅力を持つ地域資源となっています。 

 そこで、北九州市が観光大都市に進化していくために、皿倉山やその周辺地域がさらに魅力

的な場所になればとの思いを込めて、２点お伺いします。 

 １点目に、令和７年度予算案に計上された皿倉山リニューアル事業では、皿倉山周辺の新た
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な魅力創出のため、山頂エリアの施設整備などを実施するとありますが、その具体的な施設整

備などの内容についてお伺いします。 

 また、老朽化が進む既存の皿倉山の観光施設についても、今後の維持、更新費の削減や、高

齢者や障害者等への十分な対応、また、皿倉エリアのさらなる魅力向上などを目的に、施設整

備の在り方や今後の望ましい運営方法などを検討する必要があると思いますが、見解を伺いま

す。 

 ２点目に、河内温泉あじさいの湯について伺います。 

 河内温泉あじさいの湯は、日帰り温泉施設として、平成12年11月に市が施設を整備し、民間

事業者の方に運営を任せる公設民営方式により営業を行い、多くの市民の皆様に親しまれてき

ました。開業当時は、年間33万人を超える利用者でにぎわっていましたが、市内に民間温浴施

設が増加したことや、豪雨によるアクセス道路の通行止めなどの影響から利用者の減少が続

き、また、施設の老朽化による維持管理費の増大などにより、運営事業者の経営が悪化し、平

成31年１月から休館に至りました。 

 その後、施設の再開に向けて、これまで様々な民間事業者と個別ヒアリング等を実施してき

ましたが、今回、その一環として、令和５年９月に株式会社ＹＭＦＧ ＺＯＮＥプランニン

グ、北九州銀行グループ主催の官民対話があり、民間事業者と幅広く提案、助言などの意見交

換が行われました。もし河内温泉あじさいの湯が再開できれば、北九州市内で温泉に入るとい

う体験ができることになり、外国人観光客の誘客などインバウンドの強化にも活用できると思

います。 

 そこで、今後は、公設民営以外にも、リース契約や民間の買取り、宿泊施設に変更など、新

たな手法も検討し、河内温泉あじさいの湯の再開に向けた検討をすべきと考えますが、見解を

お伺いします。 

 次に、教育行政についてお伺いします。 

 令和７年度予算案のうち教育委員会所管分について、令和６年度に策定した北九州市こども

まんなか教育プランで掲げるこどもまんなかで質の高い教育環境の充実に向け、３つのアクシ

ョンパッケージ、学校快適化パッケージ、体験活動パッケージ、先生応援パッケージを進める

とされています。 

 このうち、体験活動パッケージについては、新たに、たいけん・まなび充実大作戦の展開事

業で、アラカルト方式による校外の体験活動などに取り組むとされております。今年度、議会

が強く訴えてきた子供たちの体験活動の充実をという意見が反映されたことは大変よかったと

考えています。また、先生応援パッケージについても、先生方のウエルビーイングの向上を図

ることは非常に重要なことであり、ぜひ積極的に事業の展開を進めていただきたいと思いま

す。 

 そこで、今回、私から、教育行政に関し、残る学校快適化パッケージについてと、現在全国
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的にも大きな議論となっている学校給食費の無償化についてお伺いさせていただきたいと思い

ます。 

 まず１点目に、学校快適化パッケージの学校トイレ洋式化100％大作戦についてです。 

 この事業では、小学校トイレの改修を継続するとともに、特に女子生徒が心身面で大きな変

化を生じる中学校においても、全校洋式化を令和７年度から令和９年度までの３か年計画で整

備を推進するとされています。現在では和式トイレに慣れていない子供も多く、学校トイレの

洋式化の取組はぜひ進めていただきたいと考えていますが、小学生や中学生のお子さんがいら

っしゃる御家庭のお話を聞くと、学校のトイレが洋式に変わっても、冬場は便座が非常に冷た

く、そのため学校でトイレに行くのを我慢しているそうです。これでは学校トイレの洋式化を

進める目的が結局達成されていないことになってしまいます。 

 そこで、学校トイレの洋式化と併せ、暖房便座の設置も考えるべきと思いますが、見解を伺

います。 

 ２点目に、学校エアコン設置加速化大作戦についてです。 

 小学校の理科室や中学校の美術室などの特別教室におけるエアコン設置率100％を、令和７

年度から令和９年度までの３か年計画で整備を推進するとのことです。これにより、小・中学

校の多くの場所にエアコンが整備されることとなりますが、最後に残るのは学校体育館へのエ

アコン設置です。 

 この件については、昨年の議会でも複数の会派から質問があり、その都度、現状では難しい

との答弁をいただいたことは承知しておりますが、このたび福岡市の令和７年度予算案では、

令和９年度末までにリース方式で学校体育館にエアコンを設置する方針が示されました。福岡

市と北九州市では財政状況が大きく異なり、単純に比較できないことは理解していますが、国

のほうでも学校体育館へのエアコン整備の加速化を進めており、また、リース方式など、整備

の手法によっては体育館へのエアコン設置ができる可能性もあるのではないかと思います。 

 特別教室へのエアコン設置のめどが立った今こそ、体育館へのエアコン設置についてもぜひ

進めていただきたいと思いますが、見解をお伺いします。 

 ３点目に、学校給食の無償化についてです。 

 これも福岡市が来年度の２学期からの学校給食費の無償化案を令和７年度予算案に計上しま

した。 

 学校給食については、本市では小学生が月額4,300円、中学生が月額5,400円となっています

が、これを小学校入学から中学校卒業までで考えると、お子さん１人当たり合計46万2,000円

となり、子育て世帯にとっては大きな家計の負担となります。実際に、北九州市議会公明党議

員団が昨年７月に行った、ウエルビーイング、幸福度と生活満足度等に関するインターネット

調査では、30代と40代のいわゆる子育て世代の幸福度が最も低いという結果となりました。こ

れは、子育て世帯にかかる家計の負担が大きく困窮していることがその原因の一つにあるので
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はないかと考えます。 

 このように、単にお隣の福岡市が実施するからというだけではなく、実際の子育て世帯の負

担の大きさから考えても、学校給食費の無償化についてはぜひ実施をすべきではないかと考え

ます。もし教育委員会の中だけで予算を捻出するのが難しいのであれば、市全体の中で学校給

食費の無償化の予算を考えるべきではないでしょうか。また、新たな基金を新設するなどの手

法も検討すべきと考えますが、見解を伺います。 

 次に、産業経済に関してお伺いします。 

 令和７年度予算案では、令和５年度予算以降通底する推進テーマとして、挑戦する企業を応

援、経済成長の加速も掲げられました。未来産業の振興により経済成長を加速させるとして、

シリコンシティー北九州への挑戦や、次世代自動車産業の振興、宇宙産業振興の推進などに取

り組むとされています。ぜひ北九州市の発展や稼げる町の実現のためにこれらの取組を進めて

いただきたいと思いますが、これらの取組を支えるのが、若松区ひびきのにある北九州学術研

究都市ではないかと思います。 

 北九州学術研究都市は、2001年４月に、アジアに開かれた学術研究都市として、新たな産業

の創出、技術の高度化を目指してオープンした研究開発・産学連携拠点です。国内で唯一、理

工系の国公私立大学や研究機関、先進企業が同じキャンパスに集まり、先進的な科学技術、特

に環境技術と情報技術を中心に、活発な教育研究活動を展開しています。 

 北九州学術研究都市整備構想は、本市が近代産業の成長過程で蓄積した技術を生かし、アジ

アにおける学術研究機能の拠点として、21世紀における創造的な産業都市として再生すること

を目指して推進されています。具体的には、先端技術開発の頭脳となる大学や研究機関等を集

積し、学術研究機能と産業界との連携を促進することによって、産業の高度化及び新産業の創

出を図ることを狙いとしています。発展目覚ましいアジアに近い地理的な好条件や、アジア諸

国に対する環境分野などの技術協力の実績、西日本最大の産業技術の集積、次代を担う先端技

術産業の芽生えなど、これまでの取組で成果が現れているところです。 

 今回、北九州学術研究都市をバージョンアップする新たな戦略、Ｇ－ＣＩＴＹ戦略が策定さ

れ、Ｇはグリーン、グローバル、グリッド、つながり、学研の頭文字を指します。その目指す

姿、ビジョンとして、大学の知と先端産業が融合し、新たなイノベーションが連続して生まれ

る町が掲げられ、施策の方向性も、稼げる学術研究都市、つながる学術研究都市、産学連携機

能の強化、集まる学術研究都市、先端企業・研究機関の集積、魅力あふれる学術研究都市、ま

ちづくり・エリアの魅力向上、世界を巻き込む学術研究都市、グローバル・イノベーションハ

ブの形成の５本の柱が示され、私自身、大いに期待しているところです。 

 そこで、２点お尋ねします。 

 １点目に、北九州学術研究都市がこれまで行ってきた取組の成果をお伺いします。 

 ２点目に、これからの北九州学術研究都市の目指す姿、ビジョンについて、より具体的にど
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のようにお考えなのか、見解をお伺いします。 

 次に、公民連携によるセーフティネット住宅供給促進事業についてお伺いします。 

 令和７年度予算案では、今後増加が見込まれる高齢者等の賃貸住宅ニーズに対して、市営住

宅を活用した公民連携によるセーフティーネット住宅の供給促進を図るため、建物の状況調査

などを実施するとして、公民連携によるセーフティネット住宅供給促進事業が新規事業として

提案されました。単身高齢者など住まいの確保が困難な方への支援強化についても、私も昨年

の９月議会で居住サポート住宅などの質問をさせていただきましたので、新年度の予算案にこ

のような新規事業が計上されたことは大変うれしく思います。 

 昨年の住宅確保要配慮者に対する賃貸住宅の供給の促進に関する法律の改正で創設された居

住サポート住宅に関しては、私も１月31日に、地元選出の秋野公造参議院議員を通じて、認定

ＮＰＯ法人抱樸の奥田理事長と共に中野国土交通大臣を訪問し、居住サポート住宅でのサポー

トに係る費用負担について、入居者が負担するのか、大家さんが負担するのか、国としての考

え方を明確にすること、居住サポート住宅として公営住宅等の活用を推進するために国が地方

自治体をサポートすることなどの要望書を提出しました。中野大臣からも、施行に向けてしっ

かり進めると、前向きなお返事をいただきましたので、今後、国からも積極的な支援を得られ

るのではないかと期待しているところです。 

 世帯の単身化が急速に進む中で、従来は家族や身内が担ってきたサポートがない状況で暮ら

す方々が増加しており、これまで家族ありきで制度設計をしてきた日本社会において、世帯の

状況にかかわらず、また、何歳になっても安心して住まいを確保できる施策を進めていくこと

は非常に重要であると考えます。 

 そこで、２点お伺いします。 

 １点目に、公民連携によるセーフティネット住宅供給促進事業の具体的な事業内容や、建物

の状況調査などを行った後にどのように事業を展開していこうと考えておられるのか、お伺い

します。 

 ２点目に、北九州市には市営住宅が多くあります。これは本市における貴重な社会資源であ

り、ぜひこれらを活用して居住サポート住宅の取組を進めていってはいかがかと考えておりま

す。 

 先ほど述べた中野国土交通大臣に要望書を提出した際にも、私から、ぜひ北九州市でモデル

的に事業の実施をとのお話をさせていただきました。今後、国が直接市営住宅を買い取って居

住サポート住宅として整備したり、市や居住支援法人が市営住宅等を居住サポート住宅として

整備する場合に国が補助をしたりなどの支援制度が整えられることが期待されます。 

 居住サポート住宅について、今後、国の補助や支援制度が整った際にはぜひ北九州市で率先

してモデル的に取り組んでいただきたいと思いますが、市の見解を伺います。 

 最後に、令和７年度予算の適切な執行に向けて、適正な公共工事の発注について３点お伺い
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します。 

 １点目に、地方自治体が工事を発注する際の契約方法の一つに、入札を行わない少額随意契

約があります。公共工事などに携わる業者の皆様は、これを伝票工事と呼んでおり、我が会派

としてこれまでも何度も質問してまいりました。 

 この随意契約は、特に少額の工事や緊急時に効果的であり、競争入札が効率的でない場合、

事務手続の簡素化を目的として利用されています。例えば、市営住宅の水道管破裂時など、迅

速な対応が求められる場面で活用されることがあります。このような契約方法は、地元業者が

迅速に対応できるというメリットもあります。 

 しかし、少額随意契約の契約予定価格は地方自治法施行令において上限額が設けられてお

り、この金額は昭和57年に改定された250万円のままであるため、消費税の増税や物価上昇に

より、実質的な契約可能金額は減少しています。消費税の導入以降、税率が３％から10％に順

次引き上げられてきた結果、現行の実質的な契約可能金額は227万円程度となっています。こ

れにより、業者の負担が増加していることが懸念されます。さらに、建設業界では人手不足に

よる人件費の上昇や資材費の高騰が進行しており、少額随意契約で請け負う現場の負担が大き

くなっています。 

 これらの状況を反映し、国は地方自治法施行令改正を行い、令和７年度の４月から、随意契

約の上限額を400万円に引き上げると聞いております。本市においても、上限額の見直しを早

急に検討し、業者の負担軽減を図るべきです。 

 これらの課題を踏まえ、適正な運用を確保し、現場の負担を軽減するための見解についてお

聞かせください。 

 ２点目に、地方自治法施行令第167条の２では、随意契約によることができる場合として、

伝票工事以外にも、財産の買入れ160万円、物件の借入れ80万円、財産の売払い50万円、物件

の貸付け30万円、上記以外のもの、委託契約等100万円との金額が記載されております。特

に、自治体が民間委託を行う業務委託についても、物価や人件費の高騰に伴う人材確保に苦慮

されております。 

 地方自治法施行令見直しの際には、本市においても法律に準じた改正を積極的にお願いした

いと思いますが、見解をお伺いします。 

 ３点目に、本市は、建設業の若年就業者の減少によって、インフラの維持管理に関する担い

手不足が懸念される中、建設技術の魅力を発信し、公共事業への理解をより深めることで、将

来にわたる建設業の人材確保、育成を図るための事業、明日の公共事業を支える人材確保・育

成事業が行われています。さらに、ものづくりの町北九州市ケンセツ男子・ケンセツ女子のサ

イトも運営されており、建設業で働く魅力を伝えていただいております。 

 こうした取組に加え、人材確保について重要な要素の一つに、仕事に応じて賃金に反映され

るかどうかがあります。急激な物価上昇について、公共工事における労務単価に反映されるこ
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とはもちろんのこと、手取りや給与の額面に反映されるよう、人材確保のため、本市としてど

のように取り組んでいくのか、見解をお伺いします。 

 以上で代表質疑を終わります。引き続き、一問一答を自席にてさせていただきます。御清聴

ありがとうございました。 

○副議長（村上直樹君）市長。 

○市長（武内和久君）まず、令和７年度予算に込めた思い、そして、公明党さんの要望をどの

ように受け止めて反映したのかというお尋ねがございました。 

 私が市長に就任して以来、終始一貫して述べさせていただいていることは、北九州市のまち

づくりの出発点となるのは稼げるまちづくりであり、そこで得た果実を彩りある町、安らぐ町

に還元していくというものでございます。 

 御党の予算に係る要望に掲げられました、１つは、子供の幸せ、女性、若者が活躍する環境

整備、地域共生社会の実現を通じて人口減少克服のモデル都市としてウエルビーイングを実感

できる町を目指すこと、２つ目、観光振興やカーボンニュートラル社会の実現、雇用の創出に

より、持続可能な経済成長と環境の好循環を目指すことという考え方は、私自身も強く共感す

るものであり、今回の予算編成に取り組んだところであります。 

 今回の予算案では、女性が自分らしく輝ける町、観光大都市への進化、世界をリードするサ

ステーナブルシティーへのキックオフの３つの政策を重点テーマとして設定をしております

が、これらのテーマは、まさにウエルビーイングにつながる次のステージとなる彩りある町、

そして安らぐ町に向け、力強く歩みを進めていくための大きな鍵となるものでございます。 

 １つ目は、女性が自分らしく輝ける町でございます。 

 北九州市は、市民活動等で女性の力が発揮されたすばらしい歴史がある一方、共働き世帯の

増加など情勢の変化の中で、女性が就職、結婚、出産など様々な人生の選択の場面での壁、現

代的な課題に直面しているとの市民の皆様のお声も多く伺っているところでございます。今

後、北九州市があらゆる人にとって住みやすく、その意欲や能力が発揮されていく町になって

いくためには、女性の皆様の幸福度を高めていく努力を積み重ねることが、都市としての総合

力を高める鍵だと認識をしております。女性という観点からの取組を通じまして、どのような

境遇や性別の違いがあっても誰もがリスペクトし合い、多様な価値観や選択が受け入れられ、

応援してくれていると実感できる町をつくっていきたいと考えております。 

 ２つ目は、観光大都市への進化です。 

 北九州市には、門司港レトロ、若松北海岸、皿倉山夜景に加え、すしなどの食文化、スポー

ツ・文化イベントなど、人を引きつけるという意味での地域資源が豊富にございます。これら

の豊かな地域資源を磨き上げ、伝えていくことが、次の時代の北九州市にとって重要なことと

考えております。このため、単に従来の施設や単体のイベントへの来場者を増やすだけでな

く、ナイトタイムエコノミーなど、訪れる人の期待感や楽しさ、エンターテインメント性をつ
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なげ、訪れるエリアの拡大や滞在時間の延長を図り、泊まれる観光都市となるなどの取組を進

めてまいりたいと考えております。 

 ３つ目は、世界をリードするサステーナブルシティーへのキックオフです。 

 今、日本のみならず世界の人類にとって、持続可能な高齢化社会、地域コミュニティーの構

築など、今や環境問題にとどまらず幅広い分野で、社会の持続可能性が課題となっておりま

す。こうした中、北九州市には、環境先進都市として課題に対じしてきた歴史があり、その基

盤となった環境政策のレガシー、産業、経済の力、市民、社会の力を最大限に生かしながら、

もう一度世界に貢献していくという志を持って、社会課題の新しい解決モデル都市、いわゆる

サステーナブルシティーとしての地位を確立していく出発点にしたいと考えており、北九州市

にはその資格と底力が十分にあると確信をしております。 

 このように、３つの重点テーマにつきましては、まさに御党が求めるウエルビーイングの実

現や持続可能な経済成長と環境の好循環に通ずる取組であると考えております。 

 また、個別の御要望に関しましてでありますけれども、仕事と育児の両立を目指す親世代を

支援するための働く親の子ども・子育て応援パッケージの推進、学校トイレ洋式化100％大作

戦や学校エアコン設置加速化大作戦の推進など、教育環境の整備、人と人のつながりの希薄化

や、個人、世帯が抱える課題の複雑化、複合化に対応する福祉の重層的支援体制、半導体関連

企業の誘致や人材育成など、個別の御要望に関しましても必要な予算を計上しているところで

ございます。 

 特に、喫緊の課題であります物価高騰対策につきましては、福岡県と連携したプレミアム付

商品券の発行支援に加えまして、物価高騰に立ち向かう中小企業等に対する生産性向上支援

0.3億円、市内企業のスポットワーク人材の確保に対する支援0.2億円など、北九州市独自の生

活者・事業者支援を令和６年度２月補正予算案に計上したところでございます。 

 このように、北九州市という都市を次のステージへさらに進め、市内外からリスペクトさ

れ、人や企業が集まる元気な町にしていくために、今回掲げたテーマはブレークスルーになる

と考えており、北九州市の、そして同時に日本各都市の宿年の課題であるこれらのテーマを乗

り越え、より一層、都心としての格を引き上げてまいりたいと考えております。 

 次に、同じく令和７年度予算案につきまして、女性活躍の現状の認識、そして、重点テーマ

に掲げることでどのような状況を実現していくのを目指すのかというお尋ねがございました。 

 北九州市におきましては、社会教育や生涯教育、また市民活動などの分野で、女性の皆さん

の力で町を動かしてきたというすばらしい歴史がございます。また、他の都市に先んじて男女

共同参画の取組に着手し継続してきたという蓄積もございます。 

 その一方、働く女性、地域で活動している女性、子育て中の女性など、多様なライフステー

ジ、ライフスタイルの女性にお会いしてお話を伺いますと、女性の社会進出や共働き世帯の増

加など社会経済情勢が大きく変わる中、様々な現代的な課題に直面しておられるとも感じま
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す。例えば、女性の方々から伺ったお話の中で、北九州市は依然として男性中心の考えが根強

い、就職、結婚、出産などの人生の選択をする際に様々な壁にぶつかる、子育てなどで一旦仕

事を辞めた後、復職しようと思っても、両立が難しく仕事が見つけづらいなどのお声も伺うと

ころでございます。 

 また、データを見てみますと、例えば１つ目に、20代を中心とした女性の市外への流出数は

男性の流出数の２倍以上となっているということに加えまして、２つ目には、家庭生活などの

生活実態面において男女平等を実感しているという割合が21.5％にとどまり、全国平均45.5％

の半分以下、また、男女での認識差も２倍以上あるということ、３つ目に、女性の就業率を見

ると、20代後半の女性の就業率は84.9％、20政令市中９番目でございますが、30代前半になり

ますと75.5％と、政令市18番目にとどまっておりまして、その理由として、結婚や出産等によ

りキャリアが中断されるケースが多いと見られること、４つ目に、女性に関して非正規雇用の

割合が55.7％と、政令市で３番目に高いことなど、北九州市の女性を取り巻く課題は依然とし

て多く存在し、こういった課題に目をそらさず正面から向き合い、取組を進める必要があると

考えております。 

 こうしたことから、今後、北九州市があらゆる人にとって住みやすく、その意欲や能力が発

揮される町になっていくためには、その大きなステップとして、実際に女性が直面しておられ

る課題を解決するための取組を強力に進めていく必要があります。こうして北九州市に暮らす

女性の皆様の幸福度を高めていくことが、町全体の活力を高める鍵だと考えております。 

 以上のような問題意識を踏まえまして、女性を応援していきたいというメッセージを明確に

示すために、このたびの予算編成において、女性が快適、安全に楽しく暮らすことができるま

ちづくりにつながる取組を重点テーマとして掲げました。 

 重点に掲げた事業をはじめ、女性に関する取組は多岐にわたり、腰を据えた中長期の取組が

必要であります。その中で、まずは第一歩として、女性の視点を生かしたまちづくり、快適な

環境整備、ヘルスケアなどに着手することとしております。 

 このように、北九州市という都市を次のステージへさらに進め、市内外からリスペクトさ

れ、人や企業が集まる元気な町にしていくためには、今回掲げたテーマはブレークスルーにな

ると考えており、北九州市の、そして日本各都市の宿年の課題であるこれらのテーマを乗り越

え、より一層、都市の格を引き上げてまいりたいと考えております。 

 そして次に、観光行政についてお尋ねがございました。 

 老朽化が進む既存の皿倉山の観光施設について、維持、更新費の削減、高齢者等への対応な

どなど、施設整備の在り方や今後の望ましい運営方法などを検討する必要があるがというお尋

ねでした。 

 皿倉山は、自然豊かで、大パノラマの絶景が楽しめるほか、四季折々のすばらしい風景に出

会うことができる、北九州市を代表する人気の観光スポットであると考えております。しか
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し、現状では各所に老朽化が進んでいるため、これまでも、来訪者の満足度向上や安全対策等

を目的に、展望台レストランの内装リニューアル工事、バリアフリー対応のおもてなしトイレ

の設置、皿倉山ビジターセンターの屋上防水工事などの対応を行ってきているほか、来年度予

算では、山頂展望台のエレベーターや山麓駅の車椅子用階段昇降機の改善に向けた経費を計上

させていただいております。 

 また、山頂までの移動手段であるケーブルカーとスロープカーの定員が異なっているため、

時間帯によっては乗換地点でお客様を待たせてしまうという課題があるほか、スロープカー自

体も老朽化が進んでおり、更新時期が迫っているという状況にございます。こうした状況に鑑

み、皿倉山の観光施設全体について将来的な在り方を考えていく必要があると考えておりま

す。特に、更新時期の迫るスロープカーにつきましては、早急に方向性を検討する必要があ

り、今年度、新たな移送手段の導入を含め、複数の移送手段の候補に対し、収容人数、利用者

の利便性、満足度、コストなどの比較検討調査を開始したところでございます。 

 来年度は、その内容を踏まえまして、交通、観光、建築、金融などの専門家で構成する有識

者会議を設置し、利便性、経費、バリアフリーの観点など総合的に御意見を伺うとともに、さ

らに必要な調査、議論等も進めながら、来訪者にとって最も魅力的で効果的な運営方法を導き

出したいと考えております。あわせて、皿倉エリアのさらなる魅力向上を図るため、老朽化施

設の集約や適切な施設整備の在り方などについても御意見を賜りまして、検討を深めてまいり

たいと考えております。 

 皿倉山は、昼も夜も楽しめる、北九州市が誇る重要な観光資源であります。今後も、国内外

の多くの方々に足を運んでいただける観光地として、快適で、かつわくわくする場所であり続

けられるよう、その環境づくりに鋭意取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、産業経済に関しまして、北九州学術研究都市の取組の成果、そして学術研究都市の目

指す姿についてお尋ねがございました。 

 北九州学術研究都市は、北九州市における新たな産業の創出と技術の高度化を支える知的基

盤として、また、アジアに開かれた学術拠点を目指して整備したものでございます。2001年の

開設以来、環境と情報技術を中心として、国公私立の大学や研究機関等による産学連携の活動

により、様々な成果を生み出してまいりました。 

 具体的には、１つには、下水道検査ロボットや、環境に優しい世界初の石けん系消火剤な

ど、事業化した製品の売上高が約200億円、２つ目に、学術研究都市から生まれたベンチャー

企業が34社、３つ目に、ひびきの半導体アカデミーやカーロボＡＩ連携大学院などを通じた半

導体、自動車、ロボット等の分野における高度人材の輩出が約１万人などの成果が上がってお

ります。また、まちづくりにおきましては、４つの大学院と学部、13の研究機関、53の企業が

集積をし、キャンパスには学生や教員、企業など約3,500人が集い、その周辺には約１万

2,000人が暮らす住宅エリアも形成されるなど、活気ある町となっております。 
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 令和５年度以降、学術研究都市では、データセンター、ＡＩ、ロボット、蓄電池等の研究開

発を行う先端企業の立地が決定し、さらに、世界的な半導体後工程企業の誘致も進めていると

ころであり、今まさに学術研究都市に大学の知と先端産業が集積する動きが出てきておりま

す。この機会を大きなチャンスと捉え、学術研究都市のさらなる発展に向けた将来ビジョンと

してＧ－ＣＩＴＹ戦略を打ち出しました。 

 具体的には、国内外から投資や人材を呼び込むため、１つに、半導体や次世代自動車などを

重点分野として設定し、世界トップレベルの研究者の招へいや、国内外の有力な大学との共同

研究や高度人材の育成、２つ目に、民間による開発も含めた産業用地の創出に向けた検討、３

つ目に、自動運転の実装等による未来社会のショーケース化、４つ目に、学術研究都市を核と

して折尾駅から若松区西部地域を含めたエリア全体の魅力向上などに取り組み、世界をけん引

するイノベーション拠点を目指したいと考えております。こうした取組を通じて、令和７年度

を起点に、学術研究都市の大学が獲得した外部研究資金を５年後に50億円、学術研究都市発の

スタートアップ企業者数を10年間で30社、学術研究都市への誘致件数を10年間で200件の目標

を達成したいと考えております。 

 Ｇ－ＣＩＴＹ戦略の目指す姿としましては、世界最大の半導体製造企業であるＴＳＭＣなど

多くの先端企業や大学が集積をしている台湾の新竹サイエンスパークや、ベルギーのＩＭＥＣ

などがあります。北九州市といたしましては、このような世界の成功モデルを目標に、国内外

から多くの投資を呼び込むサイエンスパークの北九州モデルを目指してまいります。以上で

す。残りは担当局長等からお答えします。 

○副議長（村上直樹君）財政・変革局長。 

○財政・変革局長（武田信一君）令和７年度予算についてのうち、既存事業で必要なものはし

っかりと予算を確保し、市民や企業、団体を支援すべきと考えるがとの質問にお答えいたしま

す。 

 令和７年度予算は、福祉医療関係経費など義務的な経費が税収などの伸びを上回って増大す

る中、財源調整用基金の活用額が前年度から27億円増加するなど、厳しい予算編成となりまし

た。この財政を取り巻く厳しい環境の中にありましても、市民の安全・安心や町の成長への歩

みを進めるため、削る改革ではなく、創る改革を推進し、重点テーマをはじめ、若者や子供等

への次世代投資など、各分野で必要な取組への重点化を図っております。 

 予算編成に当たりましては、既存の取組を一律に縮減したり単に従前どおりに実施したりす

るのではなく、各事業で中長期的な未来像を描き、その道筋の中で、持続可能性を念頭に、高

付加価値化でありますとか選択と集中といった観点から十分に検討を加え、必要な予算を計上

する方針といたしました。この方針の下、各局への予算の財源配分は前年度と同額、いわゆる

ゼロシーリングといたしまして、配分された予算枠の範囲内で、各局の創意工夫により、必要

な事業への重点化を図ったところでございます。 
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 議員御指摘のとおり、未来志向の取組への模索や検証もなく必要以上に市民活動が制約され

ることは望ましくないと私どもも考えております。今回実施いたしました財政の模様替えにお

きましては、類似業務の相乗効果を図った見直し、また、国や福岡県との適切な役割分担、民

間との連携の有効活用などの観点で、歳入歳出両面から事業の検証、転換、組替えを行ったも

のでありまして、既存事業におきましても必要なものは、各局においてしっかりと予算を確保

したものと認識をしております。例えば、除草、防草対策、また子供の体験学習の充実など、

昨年度、議会で議論がなされたものにつきましても、事業の在り方についてしっかりと検討を

行い、必要な予算を確保してございます。 

 今後も、歳入歳出両面から市政変革の取組を推進し、次世代投資枠をはじめ、経済成長へつ

ながる政策の実施により、市内総生産や雇用者報酬などの上昇につなげ、その成長の果実、す

なわち市税収入の増加などによりまして財源を確保し、市民の安全・安心な暮らしの充実を図

ってまいります。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）子ども家庭局長。 

○子ども家庭局長（小笠原圭子君）次に、令和７年度予算についてのうち、子ども医療費の拡

充についての御質問にお答えいたします。 

 安心して子供を産み育てることのできる環境づくりのために、子ども医療費支給制度が果た

している役割は大変重要と考えており、これまで北九州市では、段階的に助成内容を充実し、

対象年齢の拡充や所得制限の廃止等を行ってまいりました。直近では、令和３年４月に、県の

助成対象の拡充に合わせまして、通院の助成対象を中学生までに拡充し、令和４年１月から

は、北九州市独自に通院及び入院の助成対象を高校生まで拡充したところでございます。この

拡充によりまして、出生から高校３年生までの18年間で軽減される保護者負担は、令和５年度

助成額実績ベースで約55万円となり、保護者にとって一定の負担軽減につながっているものと

考えております。 

 子ども医療費のさらなる拡充につきましては、方向性は望ましいと考えておりますが、持続

可能で安定的な制度とするための財源確保が必要でございます。仮に完全無料化の場合は約

10億3,000万円、福岡市と同等の拡充を行った場合は約５億3,000万円が必要になる計算と試算

しておりまして、引き続き、財源確保策も含め、研究すべき課題と認識をしております。 

 一方で、北九州市における子ども・子育て支援は、国の政策を待つだけでなく、第２子以降

の保育料無償化をはじめ、シン・子育てファミリー・サポート事業、放課後児童クラブの長期

休暇等利用者支援事業など、子育て世帯に対する新たなサポートを着実に進めてございます。

これらの取組によりまして、日本経済新聞社等が公表いたしました2024年の共働き子育てしや

すい街ランキングでも４年連続で九州の自治体で第１位となるなど、一定の評価をいただいて

いるところでございます。 

 今後も、新ビジョンに掲げる、安心して産み育てることのできる環境の整備、安らぐ町の実
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現に向けて、引き続きしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。以上でございま

す。 

○副議長（村上直樹君）政策局長。 

○政策局長（小林亮介君）令和７年度予算につきまして、Ｚ世代課を設置して１年間の事業実

施内容とその成果、また、令和７年度の実施、取組につきまして御答弁させていただきます。 

 北九州市では、各分野にまたがる若者施策に横串を刺し、組織横断で強力に推進すべく、令

和６年４月にＺ世代課を新設いたしました。全国で初めてＺ世代課を設置したということで、

これまでに我々が把握しているだけでも、テレビ、ラジオで28件、新聞、雑誌で25件、その他

ウェブメディア等で12件の計65件で取り上げられるなど、北九州市が若者を応援する町である

というメッセージを市内外へ強く発信することができたものと考えております。 

 令和６年度は、シン・ジダイ創造事業において、若者のチャレンジしたいことをコンテスト

で採択し、実行までを支援する、Ｚ世代アイデアコンテストを実施いたしました。コンテスト

の事前相談会には市外からも含めて53件の申込みがあり、当日も500名を超える方にお集まり

をいただきました。 

 審査の結果、若者らしい独創性のあるものや町の活性化につながるものとして、農業の若者

離れに危機を感じた若者が新たなコーヒー農園づくりにチャレンジするプロジェクトなど、３

件を採択し、実行に移されております。実現に向けた伴走支援による人材育成や他世代との交

流などによる地域の活性化が図られるという効果が生じています。 

 そのほか、Ｚ世代が市の審議会委員などに就任し、若者ならではの意見を施策に反映させて

いくことを目的としまして、Ｚ世代課パートナーズ制度を創設し、現在37名が登録されていま

す。北九州市健康づくり推進会議構成員に就任するなど、計19の案件で活躍をいただいており

まして、あらゆる政策分野においてＺ世代の意見を生かしていこうという認識が高まってきて

いるところでございます。 

 さらに、Ｚ世代アイデアコンテストで落選したアイデアを実現させた大学生グループから

は、自分たちの思いを否定することなく多くの方々が支えてくれたおかげで、この町ならばで

きるということを経験できたと、この経験を糧に北九州市をもっと盛り上げていきたいと思い

ましたというようなコメントが寄せられるなど、そういった様々な効果が生じていると考えて

おります。 

 こうした今年度の状況を踏まえまして、令和７年度は、シン・ジダイ創造事業やＺ世代課パ

ートナーズ制度を引き続き実施いたしまして、若者の自由な発想を引き出し、それらを実現す

る経験を通じて、主体性を持って活躍できる次世代ということを育成してまいりたいと考えて

おります。 

 今後も、事業実施に当たりましては、地域の様々な世代の方や市内企業の方々をより多く巻

き込ませていただきまして、地域一体となって日本一若者を応援する町北九州市を目指してま
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いりたいと考えております。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）都市整備局長。 

○都市整備局長（石川達郎君）観光行政について、また、公民連携セーフティネット住宅供給

促進事業についての２つの御質問に順次お答えいたします。 

 まず、観光行政についてのうち、令和７年度予算案に計上された皿倉山リニューアル事業の

具体的な施設整備などの内容についての御質問にお答えします。 

 皿倉山は、四季折々の自然と触れ合える身近な登山エリアとして親しまれており、また、北

九州市の代表的な夜景スポットとしても、多くの観光客の方が訪れております。 

 そこで、北九州市では、平成28年に皿倉山リニューアル計画を策定し、皿倉山の絶景と木々

に癒やされる、シンボルとなる空間づくりをテーマに、市を代表する観光エリアとしてさらな

る魅力向上を図るため、絶景を楽しみ、また、豊かな自然と触れ合えるよう、様々な整備を進

めております。 

 具体的には、平成29年度のケーブルカー山麓駅に隣接した立体駐車場の整備を皮切りに、ビ

ジターセンター近くの冒険のもりにアスレチック遊具、また、山頂部にテーブルやベンチを備

えた展望休憩施設などの整備を行ってまいりました。現在は、山頂付近におきまして、絶景を

見ながら楽しめるブランコ、市内で一番高い場所にあるロング滑り台、また、眼下のパノラマ

を見渡せる斜面を生かした階段状のベンチなどの整備を行っておりまして、本年５月頃に完成

する予定でございます。 

 議員御質問の令和７年度の整備につきましては、山頂部の東側におきまして、関門橋や北九

州空港までを見渡すことができる天空ドームの改修及びその周辺の工事などを進めることとし

ております。これらの整備をしっかりと進めることで、北九州市を代表する観光資源である皿

倉山の魅力をさらに高め、多くの市民や観光客の方々に足を運んでいただきたいと考えてござ

います。 

 続きまして、公民連携によるセーフティネット住宅供給促進事業について、具体的な事業内

容や、建物の状況調査等の後の事業展開、また、居住サポート住宅について今後国の支援制度

等ができた際に北九州市が率先してモデル的に取り組んでいただきたいという御質問にお答え

します。 

 単身世帯の増加や持家率の低下等によりまして、今後、高齢者等の賃貸住宅への円滑な入居

に対するニーズがさらに高まるということが見込まれ、この方々が安心して居住できる住まい

の確保は重要な課題でございます。 

 一方で、大家の中には、高齢者等の入居に対しまして、孤独死や死亡時の残置物の処理、家

賃滞納等に対して懸念を持っている方が多くいらっしゃいます。こうしたことから、高齢者等

の居住の安定確保を図るため、平成19年に住宅セーフティネット法が制定され、昨年６月に

は、制度の強化を図るという改正法が公布されました。 
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 居住サポート住宅は、改正法に基づきまして、地域の居住支援の担い手である居住支援法人

等が安否確認や見守り、福祉サービスへのつなぎなどの入居中のサポートを行う賃貸住宅でご

ざいます。この居住サポート住宅の供給に当たりましては、大家等の負担を減らすため、国が

認定する保証業者が入居者の家賃債務保証を原則引き受けるということや、生活保護受給者が

入居する場合、住宅扶助費の代理納付の原則化等が定められる予定でございます。 

 国は、この居住サポート住宅について、法施行後10年間で10万戸の供給目標を掲げておりま

す。現在、本年10月の施行に向けて、国土交通省と厚生労働省が連携し、住宅の規模や構造、

入居中のサポートの水準など、認定に関する基準やガイドライン策定の準備を進めているとこ

ろでございます。 

 このような中、北九州市においても、当制度に関心が高い居住支援法人等から、居住サポー

ト住宅として市営住宅を活用したいという相談が来ております。 

 議員御質問の公民連携によるセーフティネット住宅供給促進事業につきましては、市営住宅

の空き家を活用して、公民連携により、居住サポート住宅も含めたセーフティーネット住宅の

供給促進を図るというものでございます。具体的には、令和７年度予算案に1,000万円を計上

し、今後、集約建て替えにより用途廃止を予定している市営住宅につきまして、耐震性や老朽

化等の建築物の状況調査や不動産鑑定等を行う予定でございます。調査の結果、活用が見込め

る市営住宅につきましては、居住支援法人等の意向も踏まえ、売却やサブリース等により事業

を展開してまいりたいと考えてございます。 

 北九州市は、高齢化率が政令市で最も高く、居住サポート住宅へのニーズも高いと考えてご

ざいます。今後も、国の動向を注視しつつ、居住支援法人等と連携した市営住宅の活用につい

て、住宅部局と福祉部局が協力しながら、率先して居住サポート住宅の供給促進に取り組んで

まいります。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）都市戦略局長。 

○都市戦略局長（上村周二君）観光行政についてのうちの、河内温泉あじさいの湯の再開に向

けた検討についての御質問に御答弁を申し上げます。 

 河内温泉あじさいの湯は、市内の民間温浴施設の増加による利用者数の減少や、施設の老朽

化による維持管理費の増加などにより、平成31年１月から休館に至りました。現施設を引き続

き温泉施設として再開するには、民間のノウハウを活用した新たな魅力づくりが必要と考え、

令和元年度以降、マーケットサウンディング調査や、20社以上の事業者との個別対話や現地説

明を実施してまいりました。 

 個別対話の中では、事業者からは、温泉再開のために必要な多額の改修費や維持費が課題で

あり、現行の事業では再開は難しいとの御意見をいただいております。また、民間主導の官民

対話や民間事業者からの様々な提案を踏まえますと、本施設の活用につきましては、温泉だけ

ではなく、グランピングや宿泊施設など、新たな魅力を加えることが必要だと考えておりま
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す。 

 このような中、本施設に興味を示す民間事業者からは、温泉施設を前提としない建物の活

用、投資額の負担軽減を図るため、土地、建物の無償貸付けまたは譲渡、改修に必要となる経

費の一部の助成など、参画に当たっての提案をいただいているところでございます。こういっ

た提案を受けまして、現在、公募に向けた条件整理を行っているところでございまして、条件

が整い次第、施設活用の公募を実施したいと考えております。 

 本施設は、閉館から６年以上経過しており、多くの市民が施設の早期再開を望んでおりま

す。北九州市といたしましても、河内エリア全体の魅力向上に向け、自然を生かした体験型、

滞在型観光を促進する施設として、一日も早く活用が図れるよう取り組んでまいります。以上

でございます。 

○副議長（村上直樹君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）教育行政について３点お尋ねをいただきましたので、順次お答えを申

し上げます。 

 まず、１点目でございます。学校トイレの洋式化と併せて暖房便座の設置も考えるべきとの

お尋ねでございます。 

 北九州市では、令和７年度の予算において、こどもまんなかで質の高い教育環境の充実に向

けて、３つのアクションパッケージを進めることとしております。その一つであります学校快

適化パッケージの中で、これまでの小学校トイレの洋式化を継続するとともに、特に女子生徒

が心身面で大きな変化を生じる中学校においても、令和７年度から令和９年度までの３か年計

画で全校の洋式化を推進することといたしました。 

 議員御提案の暖房便座の設置でございますが、トイレの洋式化に加えまして、コンセントや

ブレーカー等電気設備の改修に加えまして、電気代の増加といったコスト面の課題だとか、児

童生徒によります清掃の際におきます不慮の機器の破損や漏電のおそれなどといった管理面の

課題などがあると考えておりまして、将来に向けての検討課題とさせていただきたいと考えて

おります。 

 まずは令和７年度からの学校トイレ洋式化を着実に実施をして、健康で快適なトイレ環境の

整備に取り組んでまいりたいと考えております。 

 ２点目でございます。リース方式なども含めまして学校体育館へエアコンを設置してはどう

かというお尋ねでございます。 

 エアコン設置の状況でございますが、北九州市では、安全で快適な学校環境の整備は大変重

要であると考えておりまして、普通教室、管理諸室、給食室のほか特別教室にも順次エアコン

の設置を進めてまいりました。令和７年度からは、令和９年度までの３か年間で小学校理科室

と中学校美術室へのエアコン設置率100％を目指しまして整備を推進する予定としておりま

す。 



－78－ 

 体育館へのエアコン設置は、教育環境の改善に効果があるとは考えております。ただ一方

で、昨今の物価上昇を考慮いたしますと、設置工事と断熱工事を合わせまして小・中学校全体

で約281億円の予算が必要となります。財政負担が非常に大きいことから、これまで国に財源

の確保や補助要件の緩和を要望してまいりました。 

 そうしたところ、国の令和６年度補正予算におきまして、体育館エアコンに特化しました交

付金制度が創設されました。しかしながら、この制度を活用しました場合でも、補助率や対象

工事費の上限額は従前と同じであること、また、リースによります整備は対象外であることか

ら、依然として市の負担は大きいと考えております。 

 しかしながら一方で、特別支援学校でございますが、体温調節が難しい児童生徒や情緒の安

定に空調管理が必要な児童生徒もいるために、特にエアコン設置が望ましいと考えておりま

す。そこでまずは、来年度しゅん工いたします小倉北特別支援学校の体育館にはエアコンを設

置する予定でございます。さらに、今後学校を新築する場合にも、国の整備指針に従いまし

て、高断熱化等、最新の省エネ性能を確保しつつ、体育館へのエアコン設置を検討してまいり

たいと考えております。 

 最後に、３点目でございます。市全体の中で学校給食費の無償化の予算を考えるべき、ま

た、新たな基金を新設するなどの手法も検討するべきとのお尋ねでございます。 

 給食費におけます保護者負担軽減の取組といたしまして、北九州市立学校の給食費につきま

しては、令和４年度から、国の臨時交付金を活用しまして物価高騰分を支援することで、子育

て世帯の負担軽減を図っているところであります。令和７年度予算では、物価高騰支援分とし

て８億2,000万円を盛り込んでおります。これは対前年度比で２億7,000万円の増加でございま

す。 

 議員お尋ねの無償化に係る所要額を試算いたしますと、小学校では約20億円、中学校では約

13億円、合計いたしますと約33億円が新たな予算として必要となると見込んでおります。 

 国の動向でございますが、学校給食費の無償化につきましては、国において、今年の令和７

年ですが、令和７年６月に閣議決定されます骨太の方針の中で制度の大枠が示されると承知を

しております。 

 北九州市におきましても、未来への投資として、子供たちが安心して給食を食べることがで

きる町を実現するべく、国の動向を慎重に見極めていくとともに、持続的かつ安定的な制度設

計となるように丁寧に検討した上で、給食費無償化については令和８年度中の実施を目指して

取り組んでまいります。その際、具体的な検討を進めるに当たりましては、国の制度設計を注

視しつつ、１点目としては、財源等負担の在り方、２点目として、既存の給付制度との整合

性、３点目として、対象範囲や実施時期などといった論点について、総合的かつ詳細に検討を

深めてまいります。 

 そのため、こうした論点につきまして、教育委員会をはじめとしました全庁横断的なプロジ
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ェクトチームを設置しまして検討してまいります。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）技術監理局長。 

○技術監理局長（尊田利文君）最後に、適正な公共工事の発注の３つの質問について順次御答

弁いたします。 

 まず、伝票工事の適正な運用と上限額の見直しへの見解と、地方自治法改正の際における市

の規定改正への見解について、併せてお答えいたします。 

 地方自治体の契約は一般競争入札が原則ですが、少額の契約は、事務量増加により能率的な

運営が阻害されないよう、随意契約が可能とされています。その上限額は、地方自治法施行令

が定める範囲内で、各自治体が規則で定めることになっています。軽微な工事、いわゆる伝票

工事の契約方法はその一つであり、北九州市では、上限額を地方自治法施行令と同じく250万

円とし、日常的に発生する道路や公園の小規模修繕で活用するなど、迅速に市民サービスを提

供する役割を担っています。 

 この工事は、受注できる業者を、原則、地元中小建設事業者としており、当該事業者にとっ

ては、入札を要しないため発注手続が迅速化されることや、工事書類が簡素化されることか

ら、負担軽減に寄与するものと認識しています。しかしながら、施行令に定める上限額は昭和

57年度から改正されておらず、その間の消費税率の引上げや物価上昇などの社会経済情勢の変

化に伴い、軽微な工事として受注できる実質的な工事金額が目減りしています。 

 試算によれば、昭和57年度時点における上限額250万円は、現在の価値に換算するとおよそ

400万円となりますが、これが据え置かれているため、昨今の物価高の中、地元中小建設事業

者の負担感が増していることは承知してございます。また、軽微な工事以外の業務委託などの

上限額も同様の状況であるため、とりわけ測量調査や設計などの業務委託を受注する地元中小

建設業者の負担感を強めていると考えています。 

 このため、北九州市としても、事業者の負担軽減に向けた上限額引上げが必要と考えてお

り、指定都市市長会を通じ、令和５年11月に、物価上昇などの社会経済情勢を考慮した施行令

改正を総務省に要望しています。 

 こうした動きを受け、昨日の２月27日、国から上限額の引上げを検討しているとの情報提供

が各自治体になされました。施行日は令和７年４月１日を予定しており、具体的な金額は可能

な限り速やかに示すとのことでありました。 

 北九州市としては、地元中小建設業者の負担軽減を速やかに図っていくことは重要と考えて

いることから、国の動きに合わせまして、できるだけ早く市の規則を改正してまいります。 

 次に、急激な物価上昇を賃金に反映する市の取組についてお答えいたします。 

 建設業では、将来にわたる担い手不足が深刻な課題となっており、人材確保のためには適切

な賃金の確保が重要と認識しています。このため、急激な物価上昇があっても、事業者が安定

的な経営を行い、適正な利潤が確保できる環境整備を進めること、また、労働者へ適切に賃金
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の支払いがなされることが必要であると考えています。 

 その取組として、まず、適正な金額で事業者が受注できるよう、労務や資材などの最新の実

勢単価を適切に予定価格へ反映するとともに、ダンピング対策として最低制限価格制度を導入

しています。また、工期中に急激な労務費や資材費の高騰があった場合でも適切に受注額を増

額できる仕組みを設けています。 

 さらに、事業者から現場などで働く一人一人に適切に賃金が行き渡るよう、工事契約時に事

業者から適切な水準の賃金支払いに努める旨の誓約書を提出していただいております。特に、

契約金額5,000万円以上の大型工事では、説明会の中で直接働きかけています。加えて、契約

後においても、下請業者への代金支払い状況などを適宜調査しているところでございます。 

 一方、国においては、令和６年12月に建設業法が改正され、この中で、賃金の支払い状況を

調査するため、職員、いわゆる建設Ｇメンを現地に派遣し、不適当な取引行為に対しては改善

指導を行うことで取引の適正化を図ることとなりました。北九州市としましては、この国の新

たな取組の周知も含め、建設業の賃金確保の取組を着実に進め、建設業の魅力強化を図ること

により、将来の担い手確保につなげてまいります。答弁は以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）御答弁ありがとうございました。 

 それでは、第２質疑をさせていただきます。順番はそれぞればらばらになりますけども、御

了承ください。 

 今、令和７年度の公共工事の契約の方法ですけども、伝票工事のことがありました。昨日も

労務単価の件で、北九州市は福岡県に同率で7.1％上げていただけるということで、これは本

当に皆さん喜ばれていると思います。 

 それから、昨日でありますが、２月27日に改正を、400万円まで上げるということで、これ

も我が会派がずっと言ってきたことでありまして、今後の対応もお願いしたいと思います。 

 中小企業の賃上げの促進はやっていますが、その中でお願いがあるんですけども、下請法の

改正ということで、要は下請という言葉の用語の見直しについて、今回も改正があって御存じ

だと思いますけども、下請については、親事業者を委託事業者、下請事業者を中小受託事業者

にするなど、上下関係のない中立的な言葉に変更するということで国のほうでありましたけど

も、これは北九州市ではどういうふうにお考えでしょうか。 

○副議長（村上直樹君）技術監理局長。 

○技術監理局長（尊田利文君）下請法に関する御質問でございます。 

 国のほうで今、議員御指摘のとおりの方向で有識者会議等で検討しているという情報をいた

だいております。私どもも下請法に基づきまして、その下請という言葉を使っているところで

ございますけれども、法改正が行われましたならば、速やかに市としましても規定を改正し、

対応してまいりたいと思います。 
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○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）ありがとうございます。 

 今まで私もずっと、業者様との慣例でいくと、請け負うということで、請け負った瞬間に負

けてしまうという、負けという字が請け負うという形になってしまうので、これも言い方を変

えるような形で、北九州市からモデル事業として、中小受託事業者などに、請負業者じゃなく

てそういうふうな形に変えていってはと思っております。よろしくお願いいたします。 

 それから、未来の建設に関わる人材育成なんですけども、今までは３Ｋというふうに言葉が

ありましたが、今言われている４Ｋですね。３Ｋじゃなくて４Ｋ、給料が高く、休暇も取れ

る、希望が持てる、また、かっこいいとかきれいとか、こういうのは北九州市はどういうふう

に進めていますでしょうか。 

○副議長（村上直樹君）技術監理局長。 

○技術監理局長（尊田利文君）新４Ｋにつきましては、人材確保に向けて大事な取組というこ

とでございまして、本市におきましても魅力をしっかり分かってもらう、いわゆる高校生向け

の現場体験でものづくり現場の魅力を体験していただく機会をつくったりだとか、実際の工事

現場におきましては、休みを増やす週休２日工事の実施、この今実施率を高めているところで

ございます。さらには、生産性向上としまして、現場ＤＸ、アイコンストラクションの実施も

増加させておりますし、賃金アップ、先ほど議員から御指摘がありましたとおり、来年度も含

めて13年連続アップさせると。 

 こういった様々な好事例の状況につきまして、取組につきまして、市のホームページで発信

するとともに、ゆめみらいワーク、学生向けの大規模仕事紹介会をやってございますけども、

そういった場も使いましてＰＲし、担い手確保を市としてもしっかり進めてまいりたいと思っ

ております。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）ありがとうございます。次の質問へ行きます。 

 女性の輝く件ですけども、市の今の取組でいくと、大体若い世代の女性の取組だと思うんで

すが、中には年齢が100歳になる方もいらっしゃいまして、その中でよくあるのが、独り暮ら

しの女性の方が終活、本当に真面目な方ほど、自分が亡くなった後どうしたらいいのかとか、

それから、どこに相談したらいいのかということが分からない方が、お元気な方ほど心配して

いるというか、80代、90代になったときに心配ってことで、今回、安全な暮らしの中で、安心

して年を重ねることができる終活支援と福祉の重層的な支援体制の強化、これが拡充されてい

ますが、これについてお聞かせいただければと思います。 

○副議長（村上直樹君）保健福祉局長。 

○保健福祉局長（武藤朋美君）女性のというところで言いますと、やはり高齢の方でも女性の

方もたくさんいらっしゃいますし、今これからお一人暮らしの方が増えていくというところも
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ありますので、やはり安心して自分らしく最期を迎えることができるような準備をされるとい

うような終活というのは必要だと思っております。 

 そのため、令和７年度予算案としまして、安心して年を重ねることができる終活支援事業と

いうのを計上させていただいております。昨年、終活に関しましては、市民の方のアンケート

調査をさせていただきまして、また、事業者のニーズ等も聞かせていただいた中で、新年度に

相談対応ですとかをやれればと思っております。 

 また、重層的支援体制の整備につきましても、こちらも誰一人取り残されることなくという

ところで、今まで北九州オリジナルでやっておりましたいのちをつなぐネットワークのさらに

強化をする形で、相談体制と、それから社会参加を進めていくというようなことを進めていき

たいと思っております。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）ありがとうございました。 

 次に、皿倉山のことでありますが、今後検討に入っていくということでありますけども、昨

年の９月議会にスロープカーのことを提案させていただきました。スロープカー、またケーブ

ル等、またリニューアル等に関して早急に取り組んでいただきたいということと、それから、

昨日もケーブルのほうに確認しましたら、車椅子を乗せるリフトが度々故障するということ

で、予算執行になった場合には即対応していただきたいと思いますが、これはどうでしょう

か。 

○副議長（村上直樹君）都市ブランド創造局長。 

○都市ブランド創造局長（井上保之君）おっしゃられた昇降機、それからエレベーター、先般

の議会でも御意見いただきまして、早速予算に計上させていただいております。全部というわ

けにはいきませんでしたが、物が入るのに少し時間がかかるようですので、早急に発注とかも

含めてスピード感を上げて取り組みたいと思っています。以上です。 

○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）ありがとうございます。 

 もう一つ、河内温泉あじさいの湯でありますが、いろいろ検討していただいているのは存じ

ておりますけども、八幡東区の住民の方から、ぜひ再開に向けてしていただきたいという声が

たくさんあっています。 

 先ほど質問しましたが、公設民営だけじゃなくて、リースとか、買い上げていただくとか、

検討はしていただくと思うんですけども、とにかく再開に向けてしていただきたいという思い

がたくさんありまして、宿泊施設等も検討していただきたいと思っております。 

 もう一度、どういうふうな感じで行っているのか、もうちょっと詳しくしていただければと

思いますが。 

○副議長（村上直樹君）都市戦略局長。 
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○都市戦略局長（上村周二君）今、事業者といろいろ話をさせていただいているということ

で、先ほど御答弁でも申しましたように、なかなか温泉施設だけでは難しいと。あと、事業ス

キームのところも、いろいろやっぱりそこら辺考えないと難しいというお話は聞いておりま

す。そこは私どもとしましても、まずはあそこの施設を再開するというのが一番大事なところ

だと思っております。そういった今まで出た意見を踏まえて、せっかくそういった形でやると

いうか、意向を示しているような、興味を示しているような事業者もおられますので、この機

会を捉えて、しっかりとそういった意見を踏まえた上で今条件整理をしているところでござい

ますので、そういったところをしっかりやりながら、一日でも早く再開できるように取り組ん

でまいりたいと考えております。以上でございます。 

○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）ありがとうございます。 

 河内周辺は、皿倉山を下っても同じような林道もありますので、一体的に観光地として十分

成り立つと思います。それから、藤棚もありますし、ＣＮＮで挙げられた、世界でも有数にな

ってきましたので、ぜひ再開に向けて尽力していただければと思います。 

 最後になると思いますけども、学校給食費の無償化の件であります。 

 私ども公明党としてもずっと長年悲願でありました学校給食費の無償化でありますが、先ほ

ど市長からもありました、また教育長からもありましたとおり、検討する段階に来ていると思

っています。昨日２月26日に、私ども公明党の岡本三成政調会長が記者会見をしまして、その

中で、いわゆる学校給食の無償化という部分で、まずは小学校を念頭に、地方の実情等を踏ま

え、令和８年度に実現する、その上で中学校への拡大についてもできる限り速やかに実現する

との明記がされました。 

 小学校というのは公立のみなのか、私立も含めてなのか、ここら辺を検討していくという施

策なのかというふうにありまして、これは質問でありますが、その中で、小学校の給食無償化

については調整しなければいけないことがあるので、令和７年度からではなくて令和８年度に

なっているので、議論を進めていく。ポイントとしては、公立においてはその実施主体が自治

体になっているということだ。自治体ごとに、給食に対する考え方もいろいろある。小・中で

は、小学校はほとんどやっているが、中学校ではやっていない自治体もあるということで、そ

こに関してどうするかということで、すべからく皆さんに恩恵を受けていただけるように、ま

ずは小学校からとしたわけでありますけども、自治体ごとにいろいろな違いが、これは給食

費、食材費のレベルに対しても違いがあるので、国で一律に決めてこうやってくださいという

プロセスではあまりにも強引過ぎると思っていて、自治体の方の今の状況を聞いた上で形づく

っていかなければいけないと思ったので、それには時間がかかるので、実施するのは令和８年

度からということになっているけれども、それも実施すると書いているのは、いろいろな形、

その実施すること、給食無償化なので、実質、保護者の方の負担はかからないようにすること
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ということの中で、形に工夫が、最終的なものをつくるまでに必要なのかもしれない。それで

も、令和８年から実施すると約束したので、どういう形でも保護者の負担はゼロにしていくと

いう形を取るということで、ある程度とつけて、やらない選択肢を残してはいけない。けれど

も、例えば直接的に学校にお渡しするのか、一旦保護者を経由するのか、そういう仕組みがま

だ明確でないので、今も重点的支援交付金の中で地方自治体の中で給食費の無償化に充てると

ころもあって、そこで負担していくというようないろいろな選択肢を残す中で、令和８年から

必ず保護者の負担がかからないような無償化が実現していくことを約束していくことだってこ

とで、２月26日にありましたので、ぜひこの北九州市でも、先ほど教育長から答弁いただきま

したが、もう一度検討の気持ちを聞かせていただければと思います。 

○副議長（村上直樹君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）今おっしゃっていただきました課題、昨年の12月27日に文科省が課題

の整理をした文書の中にもしっかり書き込まれておりまして、２月25日ですか、３党合意で署

名が入りましたあの文書の中にもそういうことが書き込まれております。６月には骨太の方針

が出てまいりますけども、それまでの間には国もある程度提示していただけると思いますの

で、私どももプロジェクトチームの中でしっかり検討に取り組んでまいりたいと考えておりま

す。以上です。 

○副議長（村上直樹君）28番 成重議員。 

○28番（成重正丈君）ぜひ、横断的にとありましたので、市全体で考えていただければと思い

ます。よろしくお願いします。以上で終わります。 

○副議長（村上直樹君）ここで15分間休憩いたします。 

午後２時30分休憩 

午後２時45分再開 

○議長（中村義雄君）休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 代表質疑を続行いたします。市民とともに北九州代表、30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）皆様こんにちは。今任期から、会派市民とともに北九州市議会議員

団、略称市民とともに北九州の代表を務めさせていただいております三宅まゆみでございま

す。 

 おかげさまで、今回、８期目の当選をさせていただき、改めて身の引き締まる思いでこの場

に立たせていただいております。皆様、引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

 私たち会派は、前任期、ハートフル北九州の所属議員と、新たに当選された４人の計10人で

会派を結成し、うち半分の５人が女性議員であります。全国的にも女性の政治進出がまだまだ

厳しい中、積極的に取り組めている会派と言えるのではないでしょうか。 

 また、それぞれに個性を生かしつつ、力を合わせて、誰もが自分らしく輝けるまちづくりに

積極的に取り組み、愛する北九州市がこれまでの歴史をしっかり踏まえながら世界に誇れる町
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になるよう、また、党派を超えて市民に寄り添い、頑張ってまいる所存でございます。どうぞ

よろしくお願い申し上げます。 

 それでは、早速質疑に入ります。 

 初めに、令和７年度予算についてお伺いいたします。 

 今議会に提案された令和７年度予算は、成長への反転攻勢予算、もっと人を引きつける町へ

と銘打ち、女性、観光、サステーナブルシティーの３つを重点テーマとして、新たなチャレン

ジに取り組み、新ビジョンに掲げた目指す都市像の実現に向け力強く歩みを進めていくことと

しています。 

 令和７年度の一般会計を見てみると、予算規模は6,435億円で、前年度と比べて156億円増加

し、過去最大の予算規模となっています。 

 歳入を見てみると、市税が、定額減税の終了や給与所得の増加に係る個人市民税の増収のほ

か、家屋の新増築及び償却資産の新規設備投資に係る固定資産税の増収などにより、市税等の

一般財源で前年度当初予算より1.8％、55億円の増の3,101億円となりました。また、臨時財政

対策債を除く市債発行額は、前年度より98億円減の387億円に抑えられております。これは、

前任期をもって御勇退された世良前議員が昨年12月議会で述べられた北橋前市政下の年平均

391億円とほぼ同額となっています。市債残高も、前年度より0.6％、51億円減の8,056億円と

なりました。 

 一方で、財源調整用基金の活用額は、前年度より24億円増の151億円となりました。 

 私たち市民とともに北九州市議会議員団は、昨今の福祉医療関係経費の伸びや、物価高や人

件費の上昇等を考慮すると、本市の市民生活、市民福祉の維持向上に資する内容であれば、こ

れくらいの予算についてはおおむね適正な規模で、やむを得ない範囲だと考えています。した

がって、私たちは、今回提案されている予算が市民生活、市民福祉の維持向上に資する内容と

なっているか、すなわち市民を第一に考えた予算になっているかという観点で、二元代表制の

一翼を担う議会の立場から是々非々の観点でチェックしていきたいと思います。 

 そこで、２点お伺いします。 

 １点目に、令和７年度予算の重点テーマの一つは、女性が自分らしく輝ける町で、女性に快

適な環境整備や働く親に対する支援など、女性の社会進出を促進するものとなっています。そ

のことは歓迎するものでありますが、この政策によって、全国的に課題となっている、若い女

性が多く首都圏や人口のさらに多い場所に出て仕事をする傾向を変え、この町にとどまりたい

と思えるのか、少し疑問にも思います。 

 そこで、この重点テーマに基づく取組の概要と、取組によりどのような効果を期待している

のか、見解を伺います。 

 ２点目に、本市の財政健全化に向けた取組についてお伺いします。 

 市長は、本市の財政状況について、他の政令市に比べ財政基盤はぜい弱であると言わざるを
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得ないという認識を示されているにもかかわらず、予算案と同時発表した令和７年度から令和

９年度における投資的経費の新たな適正水準の考え方において、現実的な水準を640億円程度

と、従来の620億円から増額修正されました。緊急度の高い老朽化対策事業や、近年の急激な

資材、労務単価の上昇への対応等が必要なことから、投資的経費を増額せざるを得ないことは

理解できますが、都市の競争力という観点から他の政令市と比較して低位にある本市の財政健

全化指標を脱却するという観点からは一歩後退した感じがいたします。 

 財政健全化に向けては、昨年の12月定例会で市長が言われたように、歳入と歳出両面から中

長期的な時間軸で腰を据えて取り組まなければなりません。 

 そこで、令和７年度の予算編成内容を踏まえた本市の財政状況と今後の財政健全化に向けた

取組について見解を伺います。 

 次に、教育に関する取組について３点伺います。 

 まず、給食費無償化に向けた取組についてお伺いします。 

 令和６年12月23日、立憲民主党、国民民主党、日本維新の会の３党は、少子化対策をめぐ

り、公立の小・中学校などの給食費を無償化するために、学校給食法の改正案を共同で臨時国

会に提出しました。法案では、学校給食に必要な経費は小・中学校などの設置者が支払うとし

た上で、このうち公立の小・中学校については原則その費用を国が負担するとしています。 

 改正案を提出した立憲民主党の城井崇衆議院議員は、文部科学省から聞き取りをした結果、

実施に必要な金額は4,900億円になる、この４月からスタートできるよう通常国会で議論し、

与野党各党に力添えをお願いしていきたいと述べられました。このような中、現在開会中の通

常国会において、石破首相は、小学校給食の無償化について、2026年度以降できる限り早期の

制度化を目指したい、中学校給食についても可能な限り速やかに実現したいと言及され、給食

費の無償化の議論が進み始めたところです。 

 給食費の無償化について全国の動向を見ると、全国の自治体のうち30％を超える547の自治

体が小・中学校の完全無償化を行っており、一部無償化を行っている175自治体を加えると、

無償化に取り組んでいる自治体は40％を超える状況です。政令市の中では、大阪市が既に小・

中学校の完全無償化に取り組んでいるほか、福岡市でも新年度予算案で２学期から無償化をス

タートすることが示されました。 

 本市議会においても、これを求める議論が各会派の議員からなされています。加えて、昨年

12月に可決成立した北九州市子ども基本条例第22条第３項においても、学校給食費を保護者に

負担させない施策等について検討するよう努めることとしています。また、今回の市議会議員

選挙においても、ほとんどの候補者が給食費の無償化には賛成の立場を示しており、私も選挙

戦を通じて、その実現を求める多くの声を伺ってきたところです。 

 このように、給食費の無償化を求める機運が高まっている今こそ、本市も議会と執行部が一

丸となってその実現に取り組むべきだと考えます。 
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 そこで、２点伺います。 

 １点目に、給食費の無償化に向けた来年度の取組について見解を伺います。 

 ２点目に、国においては、超党派で、給食費の無償化に向けた取組を求めております。本市

も現在、文部科学省に対して、学校給食費の保護者負担に係る制度の創設や財源措置を要望し

ていると伺っておりますが、他の政令指定都市と連携する等して、国に給食費無償化の実現を

一層強く求めていくべきと考えますが、見解をお聞かせください。 

 次に、体育館への空調設備の設置についてお伺いします。 

 昨年９月議会で、体育館の熱中症対策について議論した際に、国から２分の１の補助がある

ことも踏まえ、体育館に空調設備をモデル的に設置してはどうかと提案しました。 

 学校の体育館は、学校の授業のみならず、部活動や地域のスポーツクラブ活動に加え、敬老

会などの地域活動、災害時には避難所となるなど、様々な場面で利用されています。まさに市

長がおっしゃられたように、子供たちの育ちの場であると同時に、地域の皆様の一つのプラッ

トフォームになっていると思います。 

 市長は、今議会において、ボートレースによる未来のまちづくり投資基金の設置と、基金を

活用して、令和７年度から令和９年度の３年間で、市民ニーズが高い子供、若者が多く利用す

る施設の整備を中心に実施することとしています。具体的には、学校トイレの洋式化、特別教

室へのエアコン設置等が予定されていますが、体育館へのエアコン設置は対象となっていない

ようです。 

 他都市の状況を見てみると、政令市では川崎市や大阪市が導入を検討しているなど、体育館

への空調設置の動きが進んでいるようです。 

 そこで、本市においても、体育館への空調設備について、まずは１校でも導入することを検

討してはどうかと考えますが、見解を伺います。 

 次に、特別支援教育の充実について伺います。 

 特別支援学校に通学する児童生徒の多くはスクールバスを利用しますが、そのバスに乗るた

めの乗降場所が結構遠い場所にあり、そこまで子供を連れていくのが大変だというお声をよく

聞きます。教育委員会に伺うと、ルートやバスを止める場所は、交通や道路状況にもよります

が、変更もできると伺いました。 

 現在、片道20分かけて乗降場所まで連れていかなければならない御家庭もあるようです。車

があっても乗降場所近くに車を止めにくい場所もありますし、障害のある子供を歩いて遠い乗

降場所まで連れていくことにはかなりのリスクがあります。また、働く親にとっては時間的に

大変です。さらに、現在は大型のバスで時間をかけて通学していて、それだけで疲れてしまう

というお子さんもいます。 

 そこで、財政的な問題や課題はあると思いますが、通学時間を短縮できるように、スクール

バスを小型化して台数を増やすこと等により、小回りが利くようにできないものでしょうか。
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障害児を持つ保護者の方の負担は大きいものです。若者、子供を応援するという観点からも、

そろそろ御検討いただけないかと思いますが、見解をお聞かせください。 

 次に、観光施策について伺います。 

 令和７年度予算における２つ目の重点テーマは、観光大都市への進化となっています。北九

州市の美食を全国に発信したりナイトタイムエコノミーを進化させていくために、様々な取組

を行うこととなっています。 

 そこで、数点お伺いします。 

 １点目に、本市は昨年12月に、日本新三大夜景都市に前回に続き１位で再認定されました。

この全国から認められた皿倉山頂からの夜景をはじめとするすばらしい夜景を多くの方に御覧

いただきたいと思います。 

 皿倉山は、手軽に上がれる山ではありますが、頂上は夏でも結構涼しく、夜は軽い上着があ

ったほうがよい日もあります。ましてや、冬はかなり寒さも厳しくなり、観光客が多くなると

ケーブルカーやスロープカーに乗るのに外でかなり待つことになったりして、今年のお正月に

お孫さんを連れ御家族で行かれた方は、拷問のようだった、ホスピタリティーのなさに驚い

た、結局風邪を引いたとのことでした。せっかくきれいな夜景を見ても、二度と来たくないと

思われては最悪です。 

 以前、私が雲海を見に行った場所は、民間が運営していましたが、上がる前に頂上の気温を

お知らせしたりベンチコートの貸出しをしたりしていました。もちろん皿倉山だけでなく、観

光大都市への進化を掲げるのであれば、やはりおもてなしの観点が大変重要であると思いま

す。 

 そこで、今後、おもてなしの心やサービスを醸成していくためにどのように取り組んでいか

れるのか、お聞かせください。 

 ２点目に、若松北海岸エリアの観光ポテンシャルの強化について伺います。 

 観光大都市への進化に向けた取組として、若松北海岸エリアの観光ポテンシャルの強化が挙

げられており、民間事業者等と連携し、体験型、滞在型観光を促進するとされています。 

 そこで、２点お伺いします。 

 若松北海岸エリアでは、地域における観光機能の拡大とエリアの魅力向上に寄与する地域資

源を活用した観光関連施設の立地が可能となるよう、規制の緩和が行われました。この見直し

により、民間事業者の創意工夫による魅力的な観光関連施設によって、若松北海岸エリアが持

つ観光資源のポテンシャルの発揮が期待されています。 

 この規制緩和の取組について、これまでに関心を持たれた観光関連の業者さんがあると伺っ

ていますが、まず状況をお聞かせください。 

 ２点目に、若松北海岸までのアクセスが大変課題であると思います。絶景が広がるすてきな

場所にもかかわらず公共交通ではなかなか行けない、ドライブによいコースではあるものの駐
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車場が少ない、また、最近話題になっているＴＯＭＯＲＲＯＷ ＣＯＡＳＴに行く道路もかな

りひどい状況で、サイクルツーリズムを実現させるためには安全対策が必要など、例を挙げれ

ば切りがありません。 

 若松北海岸エリアの魅力を多くの方に知っていただくために、今回、３月１日から16日にか

けて、若松の未来をつくる推進協議会主催で、若松北海岸フェスティバル2025いいね発見スタ

ンプラリーが行われます。日にちがありませんが、この間最後の土日だけでも循環バスの臨時

運行などができないでしょうか。 

 また、若松区でバイクイベントをすれば物すごい数の方々が集まることから、バイクでの周

遊コースなどもつくってＰＲすると、多くの方が集まるのではないかと思います。 

 このように、魅力あふれる若松北海岸エリアですので、お越しになった方の意見を伺いなが

ら、アクセス等の課題を解決することができれば、より多くの観光客の方が訪れる本市の人気

スポットになると考えます。 

 そこで、若松北海岸エリアの課題への認識と、その解決に向け今後具体的にどのように取り

組んでいくのか、お聞かせください。 

 次に、企業誘致と人口問題について伺います。 

 本市では、基本構想・基本計画において、人口増に向けた道筋という章を設け、５年ごとに

国勢調査を踏まえて推計される将来人口を常に実際の人口が上回る歩みを積み重ねていくこと

で、まずは人口減少のトレンドを増加に転換させ、100万都市復活に向けた道筋をつくってい

くとしています。また、市内総生産や雇用者報酬の増加など経済成長の実現や都市のイメージ

アップに取り組み、若い世代の挑戦を後押しし、その定着などを促すことにより、社会動態の

プラス幅の拡大に取り組むこと、ハード、ソフト両面で生活環境の向上にも取り組み、中長期

的な視点で、出生数の増加による自然動態の改善にもつなげていくことを目指しています。 

 北九州市の人口は、私の生まれた昭和38年、５市合併時は約103万2,000人、その後、昭和

54年の約106万8,000人をピークに減少が続いています。社会増減は、昭和43年が１年間でマイ

ナス約１万5,000人と一番大きく、近年は下げ止まりで、一時的に新型コロナにより入国制限

で減少したものの、令和４年の入国制限緩和で外国人の転入が大幅に増加したこともあり、令

和６年に60年ぶりに社会動態がプラス492人となり、転入超過を達成しました。一方、自然動

態は昨年マイナス7,927人と、過去最大のマイナス幅になっています。今後もこの傾向は加速

することが予測されます。 

 本市は、国内有数の工業地帯として早くに人口が増えた都市であるからこそ、他都市に比べ

て高齢化の進展が早いのはある意味自然のことで、昨年亡くなられた方は１万3,000人を超

え、さらに今後は死亡数の増加が予測されます。その上に、出生数は昭和45年の約２万

1,000人をピークに減少傾向が続き、昨年の出生数は5,500人を下回っています。 

 国立社会保障・人口問題研究所は、５年後の2030年の推計人口が87万3,315人になると予想
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されていますが、私は、今年中に本市の人口が90万を割って80万人台に突入するのではと危機

感を持っています。 

 これから本市の社会動態、自然動態のいずれもが改善に向かうには、若い世代に選ばれる町

になることが必要であり、そのためには、若い世代が働きたいと考える企業の誘致が欠かせな

いと考えます。すなわち、企業誘致と人口増加には強い相関関係があるということが言えると

思います。一方で、急な人口増加は、交通渋滞の発生や自然環境の減少など、この町に住み続

けている人の生活に影響を及ぼす可能性もあることから、丁寧な対応が必要となる側面もある

と考えます。 

 そこで、２点お伺いします。 

 １点目に、これまでの暴追運動など様々な取組により、今、企業誘致が進んでいますが、こ

の企業誘致で本市としてはどのくらいの人口増を予測しているのか、お聞かせください。 

 ２点目に、大型の企業誘致に伴い、地元の皆様からは交通渋滞や交通安全の問題、地域環境

の悪化、地元企業からは労働者不足など、様々な御心配が寄せられています。もちろん、企業

の進出は歓迎するものではありますが、ある程度話が進んだ段階で、地元に対する説明会や相

談窓口の設置なども必要であると思います。見解をお聞かせください。 

 次に、安全・安心対策について伺います。 

 今回の予算の３つの重点テーマのほかに、推進するテーマとして、安全・安心な暮らしが挙

げられています。 

 昨年12月14日、小倉南区のファストフード店の店内で、塾帰りの中学３年生の男女が刃物で

刺され、女子中学生がお亡くなりになり、男子中学生が重傷を負うという衝撃的な事件が起こ

りました。亡くなられた女子中学生の御冥福を心よりお祈り申し上げます。また、男子中学生

の一日も早い御回復をお祈りしております。 

 数日後、容疑者は捕まったものの、多くの子供たちの心に与えた傷はなかなか拭えないもの

であると思います。二度とこのような悲しい事件が起こってはなりませんし、起こさない環境

づくりが重要です。 

 そのため、今議会には、補正予算の中で、防犯対策の緊急強化として、小・中・高等学校、

特別支援学校に防犯カメラを設置する等のための経費が計上されております。 

 そこで、２点お伺いいたします。 

 １点目に、防犯カメラや防犯灯の設置についての詳細と、ハード以外に、地域で安全に暮ら

すための様々な声を集約する仕組みも必要ではないかと思いますが、見解をお聞かせくださ

い。 

 ２点目に、今回の事件で傷ついた児童生徒や家族等関係者の心のケアについてどのようにさ

れているのか、お聞かせください。 

 次に、道路の安全対策についてお伺いします。 
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 皆さんも御存じのとおり、１月に埼玉県八潮市で、下水道管の破損に起因すると思われる道

路の大規模陥没事故が発生しました。2016年にＪＲ博多駅前で起きた道路陥没事故も大変ショ

ッキングでしたが、今回の事故ではいまだ中に人が閉じ込められ、救出ができない状況で、復

旧もかなり難航しており、近隣にお住まいの方もいまだに大変な状況が続いています。この事

故を受けて、多くの方から、本市は大丈夫かとのお声をいただいております。 

 そこで、本市は老朽化した下水道管等に起因する道路陥没事故を防ぐためにどのような取組

を行っているのか、見解をお伺いいたします。 

 また、地中には場所によって民間の電力や通信などの線も埋設されたり工事をされたりする

と思います。民間とも連携して、このような事故が起こらないよう、しっかりと点検や安全の

取組に尽力くださるようお願いをいたします。 

 最後に、高齢社会対策について伺います。 

 令和７年度の予算を見ると、テーマとして女性や若者、子供は挙げられています一方で、高

齢者については触れられていないため、高齢者施策については力を入れられないのではないか

という印象を受けてしまいます。もちろん、福祉医療関係経費が膨張圧力によって大きく増加

していることはやむを得ないことで、新規施策では、私も昨年９月議会で提案した終活支援は

あるものの、何となく影を潜めている感じがします。選挙中、高齢者の方から、北九州市は最

近子供ばかりに力を入れて、高齢者はどうでもいいのかと言われましたが、政令市の中で一番

高齢化率の高い本市において、もっと高齢者施策を分かりやすく示していただきたいと思いま

す。 

 高齢者も含め、経済的に厳しい御家庭には、12月議会で議決した物価高対策重点支援給付金

の支給が始まっていますが、高齢者の皆様が口をそろえておっしゃる高齢者支援は地域の足の

確保であります。若松の高台を走るおでかけ交通は、地域の方々から大変感謝されております

が、高齢化が進む高須地域など人口が多い地域にはまだ広がっておりません。 

 今後も効率的に高齢者をはじめ市民の移動手段を確保していくためには、他都市でも導入さ

れているようなオンデマンドバスを含め新たな手法を検討してはどうかと考えますが、見解を

お伺いいたします。 

 次に、終活支援については、我が会派の中村じゅん子議員が一般質疑で取り上げる予定です

ので、私からは関連して、医療における終活でもある人生会議、アドバンス・ケア・プランニ

ングの周知啓発についてお伺いします。 

 人生会議とは、もしものときのために、自身が望む医療やケアについて前もって考え、家族

等や医療・ケアチームと繰り返し話し合い、共有することです。自身の終末期をどのように迎

えたいかを事前に考えておく機会となり、信頼できる人としっかり話をすることで、将来の医

療やケアに自身の希望が反映されやすくなるというものです。 

 人生の最期を迎える場所として多くの方が自宅を希望する中、急に終末期を迎えた場合、約
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70％の方は意思決定が不可能とのことで、その場合、在宅でのみとりが可能である場合でも、

多くが病院で亡くなることになります。予期しない事故や突然の病気で希望が伝えられないこ

ともあることから、早めに話し合うことで、改めて家族との絆が深まったり、自分にとって何

が一番大切かなどを考える機会にもなるようです。もちろん、時間の経過で考え方が変わって

も大丈夫です。 

 また、令和６年度の診療報酬改定においても、入院時に患者の意思決定支援を行い、人生の

最終段階でどういった医療を受けたいのか、逆に受けたくないのか、患者の意思を確認するこ

ととなったところです。 

 そこで、ぜひ広くこの人生会議を知っていただきたいと思いますが、今後どのように周知啓

発に取り組んでいかれるのか、お聞かせください。 

 以上で第１質疑を終わります。 

○議長（中村義雄君）市長。 

○市長（武内和久君）まず、令和７年度予算案、女性が自分らしく輝ける町に係る取組の概要

そして効果についてお尋ねがございました。 

 令和７年度予算重点テーマの一つ、女性が自分らしく輝ける町につきましては、様々なライ

フステージの女性の皆様の意見を取り入れながら、４つの視点で政策を展開することとしてお

ります。 

 まず１つ目は、女性の視点に基づくまちづくりの推進であります。具体的には、１つは、昨

年度に引き続き、公募等により選出された女性の皆様による都市課題解決の提言や次世代リー

ダーの育成に加えまして、２つ目には、新たに、働く人、地域活動をされている方、学生な

ど、より多くの女性の意見を聴取し、現状や課題を整理した上で、官民が連携して課題解決に

向けて取り組むための協働の場づくりなどを進めることとしております。 

 ２つ目は、女性に快適な環境整備であります。これに関し、１つ目は、学校のトイレの洋式

化100％を図るとともに、汚い、暗い、怖いといったイメージのある公園のトイレについて、

女性の皆様の声を聞きながら、安心、快適に利用できるトイレ空間の整備を検討すること、そ

して２つ目には、女性が働きやすい職場環境づくりを行ったロールモデル企業への費用助成な

どを実施することとしております。 

 ３つ目は、女性のヘルスケアサポートであります。これには、１つは、女性のヘルスケアに

配慮した職場環境を推進するための実態調査や、２つ目に、女性自身の健康リテラシー向上の

ためのセミナー開催や、民間事業者と連携した新しい形の健診などを実施することとしており

ます。 

 ４つ目は、働く親に対する包括的な支援です。それには、１つは、男性社員が育休を取得し

た中小企業に対する奨励金の創設や、２つ目に、育休復帰前後に係る１年間の利用料金を無償

とするシン・子育てファミリー・サポート事業の拡充など、充実した子育て環境の実現を目指
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すこととしております。 

 こうした取組の効果といたしましては、１つは、まずは官民双方の様々な分野で女性にとっ

て快適性や利便性の高い環境づくりが進み、ロールモデルとなる取組の認知度や関心が高ま

り、２つ目に、その高まりを受け、優れた取組が市全体にさらに広がり、そして３つ目に、そ

の結果、市内外でこれらの取組が広く認知され、共感を得ることで、市民の皆様の生活の質や

幸福度が高まるとともに、北九州市で暮らしたい、北九州市で働きたいと希望される女性の方

が増えていくことにつながっていくものと考えております。 

 このように、段階的に現れてくる成果を見いだしつつ、腰を据えて中長期的な取組が必要で

ありますが、関連する取組を官民一体となって丁寧に積み重ね、北九州市が女性が自分らしく

輝ける町と認識されるよう、しっかりと取り組んでまいりたいと考えております。 

 次に、観光施策に関しまして、若松北海岸エリアの観光ポテンシャルの強化につきまして、

規制緩和の取組について、これまでに関心を示した観光関連の業者の状況についてというお尋

ね、それから、アクセス等を含め、若松北海岸エリアの課題への認識と解決に向けた具体的な

取組についてのお尋ねがございました。 

 若松北海岸エリアは、水平線に沈む夕日、岩畳が波打ち際まで続く千畳敷、岩屋海水浴場、

若松潮風キャベツ、若松水切りトマトといったブランド力のある食材など、観光資源にあふれ

ており、観光地として高いポテンシャルを有していると考えております。このポテンシャルを

最大限に生かしながら地域経済の底上げを図っていくには、民間事業者による魅力的なコンテ

ンツの創造が必要不可欠でございます。しかしながら、このエリアの大半は土地の利用に制限

があり、民間事業者による観光関連の投資は抑制されていました。 

 そこで、昨年８月、民間事業者による創意工夫、投資の促進を通じて若松北海岸エリアが持

つ潜在的な魅力を発揮できるように、Ｓｅｃｒｅｔ Ｓｕｎｓｅｔ Ｃｏａｓｔ ＰＲＯＪＥ

ＣＴ ｉｎ若松と銘打ち、制限緩和を行いました。制限の緩和後、関心を持つ市内外の事業者

の方々から、様々な事業展開について相談を受けております。 

 このうち、地域の食材を活用したカフェの出店を企画されておられる事業者や、完全予約制

の料理店を検討している事業者の方は、それぞれ出店するための用地を確保し、具体の事業計

画の策定を進めております。今後、事業者は開発許可等の行政手続を行うこととなりますが、

北九州市といたしましては、これら手続が円滑に進められるよう伴走支援を行ってまいりま

す。 

 一方、若松北海岸エリアの現状を見ますと、レストラン等の滞在拠点が少ないことに加えま

して、地元の新鮮な農水産物を販売するＳＩＯＩＲＩがあるひびき海の公園から、雄大な景色

が広がる遠見ケ鼻まで、車でも10分程度かかるなど、主要な観光スポット間の距離が離れてい

ること、また、それら観光スポットをつなぐスムーズな交通移動手段がないこと、駐車場やト

イレなどのインフラが十分ではないことなど、滞在拠点やアクセスに関して課題があると認識
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をしております。このため、新年度予算案におきましては、若松北海岸エリアの交流人口増加

を目的として、観光客が楽しみながら効率的に回遊できるよう、自転車を活用した導入実証事

業を行う経費を計上させていただいております。 

 具体的には、１つは、パークアンドライドを想定したレンタサイクル事業の実施、２つ目に

は、自転車を活用したモニターツアーや体験型コンテンツの造成支援、３つ目には、将来的な

広域コース設定に向けた近隣自治体との協議などを行うこととしております。あわせて、将来

に向けては、アクセス環境をさらに高めるため、交通事業者等との連携の可能性を含め、しっ

かりと検討を進めていきたいと考えております。 

 今後も、地域の方々や民間事業者の方々との対話を通じて、交流人口の増加に向けた方策等

について議論を深めることはもとより、若松北海岸エリアの魅力を最大限生かした体験型、滞

在型の観光コンテンツの充実、効果的な情報発信などを図るなど、このエリアに多くの方々が

足を運んでいただく取組を進めてまいります。 

 そして次に、安全・安心対策について、補正予算の防犯カメラ設置等の経費につきまして、

その詳細と、ハード以外に地域で安全に暮らすための声を集約する仕組みについてお尋ねがご

ざいました。 

 まずは、小倉南区の中学生殺傷事件につきまして、お亡くなりになられた生徒の方の御冥福

と、御家族様への心からのお悔やみ、負傷された方の一日も早い回復をお祈り申し上げます。 

 事件の発生を受けまして、子供の見守り活動などに率先して取り組んでいただきました地域

の方々や保護者、議員の皆様に改めて感謝を申し上げたいと存じます。 

 北九州市といたしましても、事件発生後、多くの市民の皆様に広がった不安を払拭するた

め、市の職員による登下校時の見守りをはじめとする緊急対策を行わせていただきました。 

 今回の事件は、将来ある若者の命が奪われた卑劣極まりない犯行です。このような凶悪事件

から子供たちを守るとともに、全ての市民の皆様が安全・安心を実感しながら暮らせるまちづ

くりを一刻も早く進めるため、防犯カメラ、防犯灯の設置費等を令和６年度補正予算として計

上させていただいたところであります。 

 防犯カメラについては、その存在が犯罪の抑止力になることや、捜査において複数の防犯カ

メラ映像を追跡するいわゆるリレー捜査が容疑者の早期検挙に有効であったことから、北九州

市内全域にその設置を拡充いたします。具体的には、まず１つ目に、北九州市立の全ての小・

中学校、特別支援学校等198校に１校当たり２台、計400台を設置すること、２つ目に、犯罪の

発生状況を踏まえ、市内の主要駅を中心に約20台、１駅当たり４台、５駅20台を設置するこ

と、３つ目に、地域団体や事業者への補助台数を約40台から100台に拡大することとしており

ます。 

 さらに、防犯灯につきましては、小・中学校の通学路の危険箇所を再点検し、明るさが足り

ない場所等に設置を進めることとしております。これが約400か所となります。 
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 次に、議員お尋ねの、市民の皆様からの様々な声を集約する仕組みにつきましては、安全・

安心推進課で行われる安全・安心総合相談ダイヤルのほか、広聴課での市民のこえや各区役所

の窓口などで広く受け付けさせていただきまして、担当部署で適切に対応をしてまいります。 

 なお、各校区の地域の方が実施している生活安全パトロールで把握をいたしました危険箇所

などにつきましては、警察のＯＢの方による安全・安心指導員の皆様を通じて、各区役所等で

情報共有を図ることとしております。 

 今後も引き続き、様々な防犯対策を総合的に進めることにより、町全体で犯罪が起こりにく

い環境づくりに努め、市民の皆様が安全・安心を実感できる町の実現を図ってまいります。以

上です。残りは担当局長等からお答えします。 

○議長（中村義雄君）財政・変革局長。 

○財政・変革局長（武田信一君）令和７年度予算についてのうち、予算編成内容を踏まえた本

市の財政状況と今後の財政健全化に向けた取組についての御質問にお答えいたします。 

 令和７年度予算は、前年度に引き続き、著しい財政の膨張圧力に対じする中での編成作業と

なりました。具体的には、市税収入が過去最高額となるなど、一般財源が前年度と比べて55億

円と大きく増加したものの、１つには、福祉医療関係経費の伸び、これが一般財源で30億円の

増、次に、人件費の上昇、これが28億円の増、次に、物価高の影響、これは学校や保育、ごみ

処理といった市民サービスだけでも17億円の増、また、公債費償還の増加、７億円の増など、

４つの膨張圧力が一般財源の伸びを上回って増加いたしまして、収支ギャップが拡大する厳し

い財政状況でございました。 

 この財政をめぐる厳しい環境の中でも市政を前に進めていくために行ったのが、財政の模様

替え、すなわち創る改革の推進でございます。各局室は、前年同額、ゼロシーリングで配分さ

れました予算枠の範囲内で、局区Ｘ方針などに基づく創意工夫により資源配分の最適化を図り

つつ、女性、観光、サステーナブルなど３つの重点テーマに注力をするほか、例えば半導体関

連産業やＥＶなど次世代自動車産業の振興、スタートアップ成長支援ファンドの創設など、経

済成長を加速させる取組を強化することといたしました。 

 また、議員御指摘の令和７年度の投資的経費につきましては、令和６年度２月補正への前倒

し分も含めまして642億円を確保することとし、物価高や資材高の中でも、未来につながる投

資や市民の安心・安全を守る公共施設の老朽化対策などを着実に推進していくことといたしま

した。 

 なお、この水準でございますが、過去３年間適正水準としてきました620億円を上回ること

になりますが、中期的に見ますと、資材、労務単価の上昇などを踏まえた現実的な水準、年平

均650億円程度に留意することで、市債残高の減少トレンドを維持でき、財政健全化に関する

指標も改善していくと見込んでおります。 

 このように、今回の予算では、歳入の増加や経済成長に貢献し得る政策をしっかりと盛り込
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んでおります。機を逸することなく、こうした政策を着実に推進し、市内総生産や雇用者報酬

などの上昇につなげ、その成長の果実、すなわち市税収入の増加等により財源をしっかりと確

保し、市民の安全・安心な暮らしの充実を図るとともに、財政健全化にもつなげてまいりま

す。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）大きく２つの項目にお答えいたします。 

 まず、教育についての項目につきまして３点お尋ねいただきました。 

 まず１点目、給食費の無償化に向けた来年度の取組と、国に給食費無償化の実現を一層強く

求めていくべきだという点を併せてお答えいたします。 

 北九州市立学校の給食費につきましては、令和４年度から、国の臨時交付金を活用いたしま

して物価高騰分を支援することで、子育て世帯の負担軽減を図っております。令和７年度予算

案では、物価高騰支援分といたしまして８億2,000万円を盛り込んでおります。これは対前年

比で２億7,000万円の増額でございます。 

 給食費の無償化に係る所要額を試算いたしますと、小学生では約20億円、中学生では約13億

円、合計いたしますと約33億円が新たな予算として必要となると見込んでおります。 

 お尋ねの国への要望でございますが、そのために、これまで国に対しましては、指定都市教

育委員会協議会等を通じまして、学校給食費の保護者負担軽減に係る制度の創設及び財源措置

を要望してまいりました。そこで、国の動向でございますが、学校給食費の無償化につきまし

ては、国におきまして令和７年６月に閣議決定されます骨太の方針の中で制度の大枠が示され

ると承知をいたしております。 

 北九州市におきましても、未来への投資として、子供たちが安心して給食を食べることがで

きる町を実現するべく、国の動向を慎重に見極めていくとともに、持続的かつ安定的な制度設

計となるように丁寧に検討した上で、給食費無償化につきましては令和８年度中の実施を目指

しまして取り組んでまいります。その際に、具体的な検討を進めるに当たりましては、国の制

度設計を注視しつつ、１点目に、財源等負担の在り方、２点目に、既存の給付制度との整合

性、３点目に、対象範囲や実施時期などといった論点につきまして、総合的かつ詳細に検討を

深めてまいります。 

 来年度の取組といたしましては、そのために、こういった論点につきまして、教育委員会を

はじめといたしました全庁横断的なプロジェクトチームを設置して検討してまいることといた

します。 

 教育についての２点目でございます。体育館への空調設備について、まずは１校でも導入す

ることを検討してはどうかという御提案でございます。 

 エアコン設置の状況でございますが、北九州市では、安全で快適な学校環境の整備は大変重

要であると考えておりまして、普通教室、管理諸室、給食室のほか特別教室にも順次エアコン
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の設置を進めてまいりました。令和７年度からは、令和９年度までの３年間で、小学校理科室

と中学校美術室へのエアコン設置率100％を目指して整備を推進する予定としております。 

 体育館へのエアコン設置は、熱中症対策や教育環境改善に効果があると考えております。一

方で、設置工事と断熱工事を合わせまして小・中学校全体では多額の予算が必要となるため

に、財政負担は非常に大きいことから、これまで国には財源の確保や補助要件の緩和を要望し

てまいりました。国の令和６年度補正予算では、体育館エアコンに特化しました交付金制度が

創設されましたが、この制度を活用しました場合でも、補助率や対象工事費の上限額は従前と

同じであることから、依然として北九州市の負担が大きくなると考えております。 

 一方、特別支援学校は、体温調節が難しい児童生徒や情緒の安定には空調管理が欠かせない

児童生徒もいるために、特にエアコン設置が望ましいと考えております。そこでまずは、来年

度しゅん工いたします小倉北特別支援学校の体育館にはエアコンを設置する予定としておりま

す。 

 さらに、今後学校を新築する場合にも、国の整備指針に従いまして、高断熱化等、最新の省

エネ性能を確保しつつ、体育館へのエアコン設置を検討してまいりたいと考えております。 

 ３点目でございます。特別支援学校のスクールバスを小型化して台数を増やしてはどうかと

いうお尋ねでございます。 

 公立小・中学校の通学時間につきましては、国は、おおむね１時間以内を一応の目安として

示しております。この目安を踏まえまして、教育委員会では平成29年度以降、特別支援学校ス

クールバスの運行ルートの見直しや計画的な増車を行ってきております。あわせまして、ガイ

ドヘルパーなどの特別な資格を有する介助員２名を同乗させまして、児童生徒の安全面に配慮

しながら心身の負担の軽減に取り組んでいるところです。 

 運行ルートにつきましては、乗車時間が60分以内であることを原則とした上で、乗降の場所

につきましては、まずは児童生徒が安全に乗降できるか、次に、交通事故や交通渋滞を招くお

それがないか、さらに、近隣住民の迷惑とならないかなどといったことを考慮いたしまして、

保護者の方へ丁寧な説明を行いながら、学校及びスクールバス運行事業者で調整の上、運行ル

ートを決定しているところでございます。 

 また、スクールバスの台数につきましてですが、平成29年度から令和６年度までに６台を増

車いたしまして、現在は25台で運行しているところです。 

 こうした取組の結果、児童生徒の乗車時間が60分を超えるスクールバスは、平成28年度は全

体の89％でありましたが、令和６年度は28％にまで減少することができております。今後も、

児童生徒の心身の負担軽減のために、運行ルートの見直しや児童生徒数の増加などを勘案した

運行台数の設定を行う必要があると考えております。 

 議員御提案のスクールバスの小型化についてでございますけれども、小回りが利くために、

狭い道路にも入ることができます。ただ一方で、乗車定員が減少することで運行台数が増え
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て、現在でも人材不足となっております運転手や介助員の確保がさらに困難となるなど、実現

に当たりましては難しい課題があると考えているところです。児童生徒の安全・安心な通学環

境を提供するために、今後もスクールバスの適切な運行に努めてまいりたいと考えておりま

す。 

 私からの最後でございます。安全・安心対策についてのうち、12月、今回の事件で傷ついた

関係者の心のケアについてお答えさせていただきます。 

 今回の事件を受けまして、教育委員会及び北九州市立学校では、一日も早く子供たちの日常

を取り戻すべく、児童生徒そして保護者、教職員の心のケアに努めてまいりました。 

 まず、事件発生直後から、心の専門家でありますスクールカウンセラーによる相談体制の強

化を図って、現在も適宜相談に応じているところでございます。また、冬休み前には、24時間

対応可能な窓口を一覧化いたしました北九州市こころつながるサポートパッケージを作成いた

しまして、不安なときはいつでもどこでも誰かとつながって相談できるということを周知した

ところでございます。 

 さらに、冬休み明けからは、新たに児童生徒の心の状況を把握する手段といたしまして、タ

ブレットを使って、その日の気持ちを、よい、普通、悪い、とても悪いというマークを４段階

から選んでクリックして記録するツールであります心の健康観察を導入いたしました。この導

入によりまして、児童生徒の言動だけでは把握しづらい小さなＳＯＳに気づいて早期支援につ

なげることが可能となりました。実際に、気になる回答をした児童生徒に対して担任から声か

けを行って、必要に応じてスクールカウンセラーのカウンセリングにつなげるなど、心に寄り

添った対応に取り組んでいるところでございます。 

 事件から２か月が経過いたしましたが、継続しての支援が必要であると考えております。今

後も、家庭、地域、そして関係機関等との連携の下で、心のケアに努めてまいります。私から

の答弁は以上でございます。 

○議長（中村義雄君）都市ブランド創造局長。 

○都市ブランド創造局長（井上保之君）観光施策についてのうち、観光大都市への進化に向け

て、おもてなしの心やサービスを醸成していくための取組についてのお尋ねに御答弁申し上げ

ます。 

 コロナ禍を経て、国内の観光需要が回復する中、北九州市におきましても、小倉城の昨年度

の入場者は25万人を超え、外国人観光客も増加傾向に転じております。また、昨年は国際スポ

ーツ大会等の開催もあり、市内は大いににぎわったところでございます。 

 こうした中、北九州市にお越しの方々が町の魅力を満喫し、また来たいと思っていただくた

めには、町全体のおもてなしが極めて重要であると考えております。そのため、観光案内所に

おけるフレンドリーなコンシェルジュによる案内の充実、そして、観光施設のスタッフやボラ

ンティアガイドへのスキルアップ研修の実施、また、小倉城武将隊によるエンターテインメン
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ト性のあるおもてなしなど、様々な取組を進めているところでございます。 

 加えまして、観光客と直接接する民間事業者の方々のおもてなし力の向上が大切であること

から、ホスピタリティー向上研修の実施や多言語対応のガイド育成などといった受入れ環境整

備のほか、施設や店舗で割引などが受けられるおもてなしキャンペーンの実施など、観光客の

満足感を高められるような取組も今後進めていくこととしております。その中で、皿倉山にお

きましても、山頂の気温などの情報をホームページだけではなくてケーブルカー山麓駅で発信

することや、展望台レストランなどで温かい飲食物の提供などを行っているほか、今後は、ス

ロープカー展望台駅の待合場所を屋外から屋内に変更すること、また、お土産にもなる防寒具

の販売などについても関係者と協議を進めたいと考えております。 

 現地の人やスタッフとの触れ合いは旅の大きな楽しみの一つであり、その内容いかんでは、

訪れたお客様の観光地の印象は大きく左右されると考えます。北九州市民の皆様の人情味や優

しさは町の強みです。引き続き、観光客の声をしっかり聞き、市民の皆様のお力もお借りしな

がら、町全体でおもてなし力の向上を図ってまいりたい、そう考えております。以上です。 

○議長（中村義雄君）産業経済局長。 

○産業経済局長（柴田泰平君）企業誘致と人口問題についての２つの御質問に順次お答えいた

します。 

 まず、企業誘致による人口増の予測についての御質問でございます。 

 人口問題の解決に向け、企業誘致により雇用を新たに生み出していくことは大変重要と考え

ております。一方、お尋ねの人口増の予測につきましては、業種によっても様々違いがござい

ますし、家族の帯同がどの程度あるのか把握できないこと、さらに、北九州市全体の人口増減

に関して言えば、事業の統廃合などによる雇用の減少など、様々な要素が関係してくることか

ら、北九州市といたしましては、企業誘致の成果として、人口増ではなく、新規雇用者数でＫ

ＰＩを設定しております。 

 北九州市では、令和５年度に策定いたしました北九州市産業振興未来戦略におきまして、令

和６年度から令和10年度までの５年間で新規雇用者数5,100人の目標を掲げました。計画の初

年度に当たる令和６年度は、２月末の時点で今日までで1,567人の新規雇用を創出しておりま

して、目標を大きく上回る成果を上げているところであります。とりわけＩＴ企業におきまし

ては、令和６年度に48社が進出し、約460人の新規雇用が生まれております。ＩＴ企業の誘致

は、昨年60年ぶりに社会動態がプラスになった要因の一つと考えています。 

 また、製造業におきましては、誘致決定から工場建設までに時間を要するため、今すぐに効

果が出るわけではありませんが、工場が稼働し始めればさらなる雇用の増加が見込まれ、人口

のプラス要素として寄与していくものと考えております。 

 続きまして、大型誘致案件に伴う市民の方やあるいは地元の企業の御心配の声にどう対応す

るかという、そこについての答弁でございます。 
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 大型の企業誘致における地元対応につきましては、住宅地に隣接する企業の進出に当たって

は、住環境など周辺環境への配慮は特に重要であると認識しております。このため、北九州市

では、進出予定地の特性や周辺環境に関する情報を事前に企業に提供いたしまして配慮を求め

るとともに、企業と連携しつつ、必要に応じて住民説明会を開催するなど、地域住民の声に丁

寧に対応してまいります。 

 次に、雇用など地元企業向けの相談窓口についてでございますけれど、こちらは中小企業支

援センターの窓口の活用を御案内したいと考えております。 

 企業誘致は人口増にも寄与する大変重要な施策の一つでございまして、北九州市としては、

引き続き企業誘致に全力で取り組むとともに、地域の住民と進出企業が安心して共存できるよ

う、企業の進出をサポートしてまいりたいと考えてございます。以上です。 

○議長（中村義雄君）上下水道局長。 

○上下水道局長（持山泰生君）安全・安心対策についてのうち、道路の安全対策、すなわち老

朽化した下水道管等に起因する道路陥没事故を防ぐための取組について御答弁いたします。 

 埼玉県八潮市で発生いたしました道路陥没事故では、近隣住民の生活に大きな影響を生じた

ことから、他都市での事例とはいえ、同じ下水道を管理する者として重く受け止めておりま

す。 

 国は、１月29日に、下水道を管理する全国の自治体に対して緊急点検を要請いたしました

が、北九州市内に対象となる管きょはございませんでした。しかしながら、市民の安全・安心

を確保する観点から、２月４日から、地中レーダーを活用した独自点検を開始いたしました。 

 この点検は、直径２メートル以上の下水道管のうち約５キロが埋設された道路を対象にいた

しまして、地下に空洞などの異状がないかを確認するもので、現時点では大規模な道路陥没の

おそれがある異状なデータは確認しておりません。引き続き、測定データの詳細な解析を進め

まして、異状が発見された場合には速やかに補修を行う予定でございます。 

 一方、市内の下水道管のうち耐用年数50年を超える管は、令和５年度末時点で約780キロご

ざいます。10年後には、これが約2,380キロに増加いたします。 

 そこで、現行の中期経営計画では、目視やカメラによる点検を約90キロから110キロに引き

上げて実施しており、破損や腐食など下水道管の健全度を把握した上で、計画的な更新を進め

ております。令和５年度末までに約440キロを整備してまいりました。令和７年度は、補正予

算と合わせまして、今年度と比べ1.8億円増の約43億円を計上させていただき、約20キロの更

新を計画しております。 

 今後、下水道管は急速な老朽化が見込まれているため、高速で鮮明な撮影が可能なカメラや

ドローン、ＡＩなどの新技術を活用いたしまして、点検の効率化、高度化を図り、取組を強化

してまいります。いずれにいたしましても、下水道管に起因する道路陥没事故を防ぎ、市民の

安全・安心を図るため、下水道の強じん化に全力で取り組んでまいります。以上でございま
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す。 

○議長（中村義雄君）都市戦略局長。 

○都市戦略局長（上村周二君）高齢社会対策についてのうち、高齢者をはじめ市民の移動手段

を確保していくためにオンデマンドバスを含めた新たな手法を検討してはどうかという質問に

御答弁を申し上げます。 

 高齢者が外出し生き生きと活躍する豊かな社会を創出するためには、誰もが使いやすい移動

手段を確保することが重要でございます。このため、北九州市では、バス路線が廃止となった

地域などでのタクシー車両を活用したおでかけ交通の導入など、様々な地域での移動手段の確

保に努めているところでございます。 

 しかしながら、今後さらに高齢化が進むと、例えば、マイカーを手放すことにより移動に不

便を感じ、公共交通への需要が高まってくることも考えられます。他方、利用者の減少や昨今

の運転者不足などにより、交通事業者の経営環境は厳しく、事業者だけでは十分な移動手段の

提供が困難になることも考えられます。 

 そのような中、昨年５月、国が持続可能な公共交通を検討するために開催いたしました地域

の公共交通リ・デザイン実現会議におきまして、交通事業者だけではなく、教育、医療など他

の分野が実施している地域のあらゆる輸送手段の活用の方向性が示されました。 

 北九州市といたしましても、持続可能な交通手段を確保するためには、交通事業者が運行す

るおでかけ交通に加えまして、地域の様々な輸送手段を活用することが重要な視点と考えてお

ります。このため、地域の皆様や福祉施設などの関係者、交通事業者などとの協議に向けまし

て、市内における輸送手段の調査を進めているところであり、その結果を踏まえまして連携の

可能性を探ってまいります。 

 また、議員御提案のオンデマンドバスにつきましても、他都市での導入が進んでいることか

ら、導入の効果や課題などを研究してまいります。 

 引き続き、高齢者をはじめ市民の皆様が安心して移動できる町を目指し、地域の実情に応じ

た移動手段の確保に努めてまいります。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）保健福祉局長。 

○保健福祉局長（武藤朋美君）高齢社会対策についてのうち２点目、広く人生会議を知ってい

ただきたいと思うが今後どのように周知啓発に取り組んでいくのかの御質問にお答えいたしま

す。 

 高齢化の進展により、今後も高齢者数の増加が見込まれる中、人生の最期まで御本人の意思

が尊重され、自分らしく過ごしていくための取組は重要と考えております。自分の意思が伝え

られなくなる前に、人生の最期に過ごしたい場所や望む医療・ケアについて家族や周りの人と

話し合い、決めておくことは、その方の尊厳ある生き方の実現につながると考えております。 

 国におきましては、こうした取組でありますＡＣＰ、アドバンス・ケア・プランニングの愛
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称を人生会議と定めまして、広く周知啓発を行っているところでございます。しかしながら、

国が令和４年度に実施した調査によりますと、人生会議について、よく知っているは5.9％、

聞いたことはあるがよく知らないは21.5％、逆に、知らないと答えた人は72.1％であり、認知

度は低い状況でございます。 

 北九州市では、令和６年度、北九州市医師会の御協力の下、人生会議の概要や意思表示用の

記入シートなどを掲載しました広報チラシを作成し、市のホームページで紹介するとともに、

患者さんや家族に直接御案内できる病院や診療所などの医療機関に加え、区役所や市民センタ

ーなど約2,500か所に配布を始めたところでございます。令和７年度につきましては、これま

での取組に加え、介護施設等への周知に力を入れるほか、市民の皆様、特に高齢者の方が多く

集まるイベント等での広報チラシの配布や、医療関係者等による市民向け講演会を開催するな

ど、広く周知啓発に取り組みたいと考えております。 

 今後とも、市民お一人お一人が安心して人生の最期まで自分らしく過ごしていけるよう、関

係者と連携しながらしっかりと取り組んでまいりたいと考えております。以上です。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）恐れ入ります。先ほどの給食費無償化の国への要望の部分で少し答弁

が漏れておりましたので、補足で追加で説明させていただきます。 

 財源確保についての国への要望でございます。財源確保につきましては、これまで同様、政

令指定都市の教育委員会協議会を通しまして、持続的かつ安定的な財源措置につきまして、引

き続き国に強く要望してまいりたいと考えております。答弁が漏れておりました。失礼いたし

ます。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）御答弁ありがとうございます。たくさんの質問にお答えをいただきま

したので、時間がまだ20分ちょっとございますので、少しなぞりながら、要望とそして質問を

させていただきたいと思います。 

 まず、令和７年度予算について、重点テーマの一つ、女性が自分らしく輝ける町、あえて女

性という言葉を使われたと思うのですが、私はやはり誰もが輝ける、そんな町を目指してぜひ

やっていただきたいと思っています。 

 トイレは生理現象ですから、決して女性だけではございません。きれいになるということは

歓迎するものではあるんですけれど、男性であったりとか、もしくは誰でもトイレというのが

今多くの自治体で非常に増えております。こういったトイレの充実も必要なのではないかな、

そんなふうにも思います。 

 それから、造って、きれいにした状態のままキープできればいいのですが、多くのトイレと

いうのはそこを維持することが非常に困難というか大事でありまして、せっかくきれいなのに

すぐに汚い状態になっているということも正直あって、これをいかに維持をするかということ
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をしっかり考えていかなければ、せっかくきれいなトイレが造られても、難しい、それを使え

ない状況になってしまうのではないかな、そんなふうにも思います。 

 また、学校のトイレも、特に女子ということでありますが、もちろん男子のところも洋式化

を入れていくということでよろしいでしょうか。そこをちょっと確認いたします。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）当然でございます。男子も女子も全部でございます。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）最近は男の子も、実は立って小用を足せないというような、御家庭の

方針で、汚すからとか、それは子供だけではなくて大人もそういう御家庭も結構あると伺って

おりますので、男性とか女性とかではなくて、洋式化を進めていくということは非常に重要だ

と思いますし、公園なども非常に和式が多くて、高齢者の方も使いにくいというお声をよく聞

いております。私も何か所かお願いをして洋式化していただいたという経緯がございますけれ

ど、そういった形で、誰もが使いやすいトイレということをぜひやっていただきたいと強く要

望させていただきます。 

 それと、重点テーマの中で、働く親に対する支援ということで、男性社員が育休を取得した

中小企業に対する奨励金の創設というのがございます。今、大変人手不足で、これができると

いうところはある程度恵まれた環境にあるのではないかなと正直思っています。どうやったら

できるかということもぜひ支援といいますか、していただきたいと思いますけれど、今の会社

の現状で本当にできるのか、もしできることがあるんだったらこういうことができますよとい

うようなアドバイス等をしっかりしていただけたらと思いますが、この点についてはいかがで

しょうか。 

○議長（中村義雄君）総務市民局長。 

○総務市民局長（三浦隆宏君）今おっしゃるとおり、この奨励金をつくっただけではなかなか

導入は進まないと思います。まず、中小企業の方々に、これを導入することによってどういう

効果があるかとかということも含めまして、また、どういったやり方をするとこういったこと

が進むのかということも、我々としてはアドバイザー派遣制度もありますので、そういったと

ころを活用しながら一緒に進めていきたいと思っております。以上です。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）ありがとうございます。 

 本市の財政健全化に向けた取組については、これまでが財政が健全じゃなかったと思えてな

らない、私たちは議会で議決をしていろいろやってきて、財政基盤は弱いというのは十分承知

をしておりますけれど、そうではなかったんじゃないかなというのが何となく心の中でもやも

やしながらも、それでもしっかりと取り組んでいただくということは大変重要であると思いま

すので、今後もぜひよろしくお願いしたいと思います。 
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 それから、教育についてです。教育の無償化については、今日は３つの会派が質問させてい

ただきましたが、どの会派からも出たということで、非常に求められているということだと思

います。 

 １つ気になっているといいますか、そういうお声をいただくのですが、国が大分そういうお

声を聞いて、市がやるかやらないかは別にしても、もし市がやるとするならば質の担保がちゃ

んと保てるのかっていうようなお声もいただいております。それから、本市はせっかく、おい

しい給食大作戦というのを取り組んでおります。こういったことはしっかりそういった状況の

中でも継続なされるおつもりなのか、これからの検討ではあると思うんですが、まずは質の担

保ということは絶対条件だと思いますが、その点について見解をお聞かせください。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）本市の給食は、おいしく栄養価の高いメニューを提供するということ

を旨としております。そこの部分は絶対に外したくないと強く思っているところでございま

す。以上です。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）ぜひ質をしっかり担保しながら、できる限りおいしい給食を提供して

いただいて、無償化に向けた取組をしっかりと検討していただくということをぜひよろしくお

願いしたいと思います。 

 それから、学校体育館の空調設備です。特別支援学校、今度新しくできるところは、小倉北

ですか、導入をされるということで、まずはその最初の一歩だと思うのですが、ほかの特別支

援学校もやはり必要になってくるのではないかなと思いますし、一般のところも、避難所とい

うこともあり、大変重要だと思っています。せっかく基金を積み立てて、これから、学校のト

イレももちろん大事なんですが、そういったところももっとしっかり取り組んでいただきた

い、学校体育館への空調設備は私はこれからもしっかりと求めてまいりたいと思いますので、

ぜひよろしくお願いしたいと思います。 

 それから、特別支援教育の充実についてということで、１時間バスに揺られるということ

が、通常考えますと、ここから高速とか直線で行くと福岡市近くまで行くのではないかなと思

うんですね、１時間の距離っていうのは。その時間、結構福岡市に行くだけでも、私たちでも

何となく、行って帰ったら疲れると正直思っています。何よりも、その前に20分歩いて、１時

間と20分という、たまたまその方はそういうことではないかもしれませんが、バス停が遠い

と、通学時間にもっとかかっているという現状になると思います。 

 せんだって教育委員会にお尋ねをしましたら、バス停というよりも、乗降の場所は変えられ

るんだというような話を伺ったのですが、私のほうにお話があった方については、ずっと言っ

ているけれど、ずっともう何年も変わっていないというのが現状でありまして、もう少し実際

に通われている方々のお声をしっかり聞いて、可能な限りそこまでの距離を短くするというこ
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とは大変重要なんではないかな。もちろん、停車場所が細かくなればなるだけ時間がかかると

いうのもあって、非常に難しいと思います。 

 それで、私はやはり小型化が必要じゃないか。だから、大きいところと小型化と２種類つく

る。大きいのが全部駄目だということではなくて、２種類つくることというのが結構大事なん

ではないかなと思いますが、もちろん人員といいますか、そこにドライバーの方、運転手さん

だったりとか、また介助の職員の方等が厳しいという現状があるんですが、そこがいれば北九

州としてはやりたいというお考えがあるのかどうか、まずそこをお聞かせください。 

○議長（中村義雄君）教育長。 

○教育長（田島裕美君）人員不足、本当に今非常に厳しい時代でございます。まずは今の人員

を何とか確保するというのが、実態としてはぎりぎりなんですけれども、１つ、小型化する

と、機械的に20人のものを10人と10人にすれば２台で済むというわけでもなくて、実はパーソ

ナルスペースという問題が特支の子供さんの場合は多くございます。ハイリー・センシティ

ブ・チャイルドと申しますか、心身への負担をできるだけ軽くするという意味では、ある程度

のスペースだとかいろんな個別対応を考えますと、今のところ小型化というものを全面的に着

手というか検討する段階までは至っておりません。以上でございます。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）ありがとうございます。私も以前その質問をさせていただいた経緯も

ありますので、そういうお子さんがいらっしゃるということは承知をしております。ただ、多

様な特別支援学校に通うお子さんもいらっしゃると思いますので、そこが何か創意工夫ができ

ないかなというのが非常に強い思いであります。 

 何よりも、先ほど申し上げたように、とにかくバスまでの距離をもう少し要望をしっかりと

聞いていただきたいと思いますのと、あと、先日お話を伺ったら、家の近くで必ずしも乗せな

くても、お母さんが仕事でどうしても別の場所に早い時間に行かなきゃいけない、そしたらそ

こで乗せるということも実は可能なんですということをお聞きいたしました。そういったこと

もあまり御存じない保護者の方もいらっしゃるのではないかなと。あまり細かく全部オーダー

を聞いていくということは現実的には難しいと思いますけれど、できることならばやはり、こ

れから仕事をせざるを得ない親御さんも多いと思っています。その時間帯によって働けないと

か非常に限られたことしかできないというようなお声を本当に昔からよく聞いておりますの

で、ぜひこの点はまたしっかりと取り組んでいただきたいというふうに要望させていただきま

す。 

 あと、観光施策であります。おもてなしの心のところで、まず皿倉山について申し上げさせ

ていただきました。ここに少し御本人から頂いた文章があるので、お聞きいただければと思い

ます。 

 ケーブルカーからスロープカーに乗り換えるのに、寒さの中、間もなく到着したスロープカ
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ーに乗れず、20分近く屋外で待つ。展望台に到着、２階室内展望台は暖かい。帰りの下りスロ

ープカーに乗るために寒い中並ぶこと40分くらい、さすがに寒い外での長時間は周りの方々も

震えていた。山頂駅に着いて10分程度で下りケーブルカーに乗れた。駅は室内だが、寒い。暖

房もない。スタッフのおじさんたちもかわいそう。冷え切った体、下りも窓とルーフの開いた

ケーブルカーで追い打ち。せっかく日本一になったのに、ホスピタリティーを全く感じない。

リピーターがいなくなる。というようなお話をいただいております。 

 今日、いろんな形で取り組んでくださるということなので大変ありがたく思っていますが、

せっかく来ていただいた方が本当に心地よく夜景を少しでも長く見ていただけるために、ベン

チコートの販売も考えられるということなので、何か思い出深いそういったものもぜひ販売し

て、持って帰っていただいて、北九州のことをさらにしっかり思っていただけたらありがたい

かなと思っております。これも強く要望とさせていただきます。 

 あと、若松北海岸エリアの観光については、先ほど市長から課題もおっしゃっていただきま

した。確かに、本当にアクセスが非常にないというか、よくないんですね。例えばＴＯＭＯＲ

ＲＯＷ ＣＯＡＳＴって、今人気の場所がありますけれど、普通の道路からそこに行くため

に、舗装されていない道をずっと車でかなり奥まで行くんですけれど、さっき確認したら、こ

こは北九州の市道だということで、ここの凸凹もかなりのもので、私も参りましたけれど、か

なり揺れる状況で、いきなりここを舗装というのも難しいのかもしれませんが、せめて少し何

とか土を入れたりとかできないものかと思いますが、この点について見解があればお聞かせを

ください。 

○議長（中村義雄君）都市ブランド創造局長。 

○都市ブランド創造局長（井上保之君）ありがとうございます。今回、我々は、そうした滞在

のスポットでありますとかカフェとか、あるいは果樹園であったり農園であったり、そういっ

たスポットを巡るような自転車のツアーの導入ということを検証してみようと思いますので、

ＴＯＭＯＲＲＯＷ ＣＯＡＳＴのいわゆる経由の道のこともチェックしながら、状況を見て関

係の部署につないで、改善ができるかどうかというような協議をしてみたいと思います。以上

です。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）ありがとうございます。 

 あと、あの周辺というのは、凸凹を逆に生かしてモーターバイクのスポーツが結構できるの

ではないか。実はせんだっても、そういうモーターバイクスポーツができる場所があまりない

んです北九州にはということで言われました。結構人気で、皆さん外まで行かれているような

んですよ。そういうモーターサイクルスポーツみたいなものができる場所ができれば、また若

松のそういった場所の人気になると思いますし、また、宿泊をしてくださる方も増えるのでは

ないかなと思います。 
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 普通のバイクも、先ほども申し上げましたけど、イベントをやると、それはたくさんのバイ

クが。やっぱり走ると気持ちがいいコースでありますので、そういったことも、市民の住んで

いる方に迷惑がかからないようなコースをあえてつくって、あまり住宅の中のずっと奥まで入

っていくと少しうるさいかもしれませんので、そういったことも含めて、何かしらコースをぜ

ひつくっていただきたいなと思います。 

 時間がすいません、限られてまいりましたので、先に言いたいことを申し上げさせていただ

きたいと思うのですが、企業誘致にしても観光にしても風力発電産業にしても、私は若松区が

これから北九州をけん引する区になると信じております。ただ、やっぱり若松区へのアクセス

といいますか道路環境っていうのは決してよいとは言えません。特に、今後企業誘致が進むで

あろう若松西部地区への道路環境といいますかアクセスは課題があると思っています。時間が

かかるということですね。 

 ３月１日に、北九州市都市高速戸畑枝光線の牧山～枝光間が開通します。でも、若松へは、

一度降りて、それからまた若戸大橋とか若戸トンネルに乗らなければいけないということがあ

ります。今後、産業誘致、企業誘致とかをするときには、アクセスの問題は非常に重要だと思

います。ですから、ここは次は牧山から若戸大橋、若戸トンネルに直接ぜひつながってほしい

なというのが私の思いであります。 

 それから、これも本当に相当なお金がかかりますけれど、現在、都市高速の皇后崎ランプで

降りてそれから学術研究都市に行くのが、割と小倉からとかだと早いと思うんですね。この道

路が朝晩大変渋滞をいたします。もし企業誘致等になると、本当に車が大渋滞を起こすのでは

ないかなと危惧をしております。せめて３号線まで都市高速が皇后崎のところで降りずに本城

の辺りまでつながると、あと学術研究都市までが非常に近くなるということと、もしくは、そ

の先も学術研究都市まで都市高速がもしできたとするならば、非常に小倉からも近いですし、

いろんな意味でアクセスが非常によくなると思っております。これはなかなか夢物語かなと思

いながらも、いろんなところで私は申し上げてまいりましたけれど、これは夢物語ではなく

て、企業誘致が本当に進めば、この問題というのは非常に現実的な問題で、大変重要な問題で

あると思っています。 

 先ほども、誘致件数200件とかたくさん、若松の学術研究都市のところをこれからさらに輝

かせて世界のイノベーション拠点にするというようなお話を市長から力強くいただいてまいり

ました。この点についてぜひ何か、まだすぐするとかしないとかそういう話ではなくて、市長

の思いがあればぜひお聞かせをいただきたいと思います。 

○議長（中村義雄君）市長。 

○市長（武内和久君）すいません、ありがとうございます。三宅議員おっしゃるように、今、

若松は様々な大きな流れ、大きな勢いが来ているということでございます。ただ、それがしっ

かり機能する、連れてくるだけが仕事ではなくて、来ていただいた後、本当にしっかりと経済
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活動をしていただいて、また、働く方、御家族の方、そういった方が健やかに穏やかに暮らせ

る生活環境をつくっていく、これをやはりセットで考えないといけないんで、企業誘致や様々

な取組というのはそれで終わりなわけじゃなくて、そこから先、ちゃんと生活の面を併せて考

えていく。 

 おっしゃっていただいたような御提案については、直ちにどうだとはなかなか申し上げられ

にくいですが、ただ、しっかり高いところを見据えて、最初から難しいとかお金がかかるとか

考えずに、大きく発想して、若松の未来、そして北九州市あらゆる地域の未来を考えていくこ

と、これは全く意を同じくしているところでございます。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）ありがとうございます。大変心強いお答えといいますか、いただきま

した。 

 もちろん、今すぐにこれができるというふうにはなかなかおっしゃっていただくことは無理

だと思うのですが、ただやっぱりそこも見据えておかないと、企業誘致で先ほどもお話があっ

て、企業が工場ができるまでとか一定の時間がかかるということでありますけれど、道路環境

というのも時間がかかってまいります。物すごい渋滞になってくると、身動きが取れなくなっ

てしまうんですね。ここの問題については、やっぱり一緒に考えていくべきことではないかな

と思います。そうすると、今でも小倉から黒崎の皇后崎のところまで行くのに、本当に思った

以上に時間が早いんですね。そこからまたその先ということになれば、非常に若松が近くなる

と思いますし、物流にとっても非常に重要になってくると私は思っています。ぜひこの点しっ

かりと御検討いただきたいと思います。 

 本当はまだまだたくさん申し上げたいのですが、安全・安心の部分でいえば、土日とか休日

の安全・安心。市民の方が何か連絡をしたい、何か危険、本当に犯罪が起きてからは警察なん

ですが、警察もなかなか犯罪が起きてからじゃないと動いていただけません。この点につい

て、土日の窓口といいますか、何かございますでしょうか。 

○議長（中村義雄君）総務市民局長。 

○総務市民局長（三浦隆宏君）土日にもしそういった、内容にもよると思うんですけど、例え

ば不審者がいるとかそういったことでありましたら、やはり110番に連絡して警察に連絡して

いただくと、警察のほうがその確認でありますとかそういった対応をしていただけると聞いて

おりますので、まずはそういった場合は110番をしていただきたいと考えております。以上で

す。 

○議長（中村義雄君）30番 三宅議員。 

○30番（三宅まゆみ君）ありがとうございます。なかなか110番にかけづらいというのもあっ

て、何か土日にしっかり、市民の方が困ったときに窓口があるといいなと思っておりますの

で、ぜひまた御検討いただきたいと思います。要望です。 



－109－ 

○議長（中村義雄君）本日の日程は以上で終了し、次回は３月３日午前10時から会議を開きま

す。 

 本日はこれで散会いたします。 

午後４時15分散会 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 600
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 600
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


